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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）
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055-282-6459市議会だより
南アルプス

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

6月 5日 　　 本会議（初日）

16日～17日　 　代表・一般質問

18日～24日　 　常任委員会

29日　　　 　　 本会議（最終日）

第2回定例会の会期予定

●第1回定例会の傍聴者数：23人
※報道関係者14人は除く

　新型コロナウイルスの感染拡大が止まりません。誰も経験したことの無
い、世界規模の大災害になってしまいました。私たちの生活への影響は、
マスクや消毒薬が手に入りにくくなったことから始まり、ついに緊急事態
宣言が全国に拡大され、感染拡大を抑えるため、大幅に人の動きを制限し、
ゴールデンウィーク明けまでステイホーム＝『家に居ること』が求められて
います。それは何より皆の命を守るため、感染爆発して医療現場の崩壊
を防ぐためです。感染リスクにさらされながら働かざるを得ない、医療従
事者、生活必需品を供給する生産者や流通業、配送業、保育、介護など、
私たちの生活を支えてくださっている皆さまには、心から敬意と感謝を申
し上げます。力を合わせて新型コロナウイルスの感染拡大を抑えましょう。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　同じ時期に県議会、市議会を傍聴して感じることは市議の皆さまは、会派と関係なく自身の政

治哲学、信条がよくわかり興味があります。私は、老人クラブに参画している立場から、代表質

問に「超高齢化」を取り上げてほしいと思います。事由は、半世紀前の老人福祉法にほころび

が出てきました。元気な高齢者が多くなったのは、日本の経済力と比例する善と理解しています。

一方、地域支えあい協議体なる施策を含め、衰退地区の老人クラブについて議員さんの研究テー

マになればと思います。

　また、小学生の議会傍聴や女性議会がありますが、お年寄りの議会傍聴や出前議会を企画し

てほしいです。今、老人クラブのパワーを社会は活用すべきです。本音は旅先を探しています（笑）。

　折しも、今年は市議会議員選挙の年です。お年寄りの皆さんは、100歳体操やグラウンドゴル

フに新たに、市民バスを利用され議会傍聴にでかけましょう。庁舎も職員も素晴らしくなりました。

●政務活動について市政への問いかけ及び事後検証

　毎年、各会派において政務活動として県外先進地への研修・視察を行っており、政務活動報

告として内容等が市議会だよりに掲載されています。研修・視察の内容、総括に対しては特に

問題ないのですが、その研修・視察内容について市政に反映されているのかが見えてきません。

議会として市政に研修・視察内容に対して具体的に提案し、その結果を市議会だより等で知ら

せていただければ幸いです。

金丸 武士さん
地区／今諏訪

矢崎 仁さん
地区／有野

市民から
ひ・と・こ・と
募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。【400字以内にまとめてください。】

〒400-0395 南アルプス市小笠原376 南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459

提 出 先

第1回定例会 【3月】
南アルプスIC周辺に関連した条例と予算に質疑集中！

表紙作品解説 進藤  春木《アルプスの春》

　進藤春木は����（大正��）年長野県諏訪郡富士見町に生
まれ、叔父である進藤章の養子となり絵の指導を受けまし
た。地元の中学校で美術講師として教壇に立ちながら、県
内における芸術文化活動の中心的な役割を担う一方、作家
としても創元会・山梨美術協会・峡北美術協会などに出品
を続けるなど精力的な活動を続けました。
　油彩画を思わせる力強い筆致、色彩に満ち溢れた自然を
モチーフとした作品からは、進藤が自然から得た感動を強
く感じることができます。

P02　第１回定例会の概要／議決結果
P04　討論の概要
P05　常任委員会委員長報告
P08　代表質問・6会派
P14　一般質問・6議員
P17　常任委員会行政視察報告
P18　政務活動報告
P21　議会活動報告・請願の審査
P22　市民からひとこと／お知らせ／編集後記

南アルプス市立美術館 所蔵
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　令和 2年第 1回定例会が、2月28日から3月25日までの27日間の会期で開催されました。
　主な議案として、令和２年度当初予算案が提出され、一般会計は総額299億2,223万6千円が可決されました。その
中で今定例会の注目点は、完熟農園跡地および南アルプスIC周辺の再開発に関連した条例案、予算案等が提出された
ことです。これについて常任委員会や本会議で議論が交わされ、反対・賛成討論がありました。「南アルプスIC周辺開
発整備基金条例の制定」については、付託された総務常任委員会で否決すべきものとされましたが、本会議で起立採
決の結果、可決となり条例の制定が決まりました。なお、関連した予算案に対しても反対・賛成討論がありました。
　その他に、名取泰議員から地方自治法第100条に基づく「建築設計委託等の調査に関する決議案」が提出されまし
たが賛成少数のため否決となりました。

　金丸市長から提出された、条例案、補正予算案、当初予算案等49案件については、慎重審議した結果、いずれも原案
のとおり可決となりました。

議会注目事業
Featured Business 観光プロモーション事業

観光を経済の柱に育てるため、交通
アクセスの向上を活かしたプロモー
ションを行う。

南アルプスIC
新産業拠点整備事業
南アルプスIC
新産業拠点整備事業
IC周辺を企業誘致により、地域のブ
ランド化と経済活性化を図る。

伊奈ヶ湖周辺再整備事業伊奈ヶ湖周辺再整備事業
エコパ伊奈ヶ湖を「五感で体験でき
る楽しみのエリア」として整備する。

保育料３歳未満児
第２子無償化事業
保育料３歳未満児
第２子無償化事業
３歳未満児の第２子について、保育
料無償化を実施する。

幸せ実感
南アルプス市健康リーグ事業
幸せ実感
南アルプス市健康リーグ事業
市民の健康意識向上を目的とした個人、
地域、企業、行政が協働した取り組み。

2,950万円2,950万円

306.1万円306.1万円 450万円450万円1,283.3万円1,283.3万円

9,530.3万円9,530.3万円

完熟農園跡地再開発
始動および
周辺整備に着手
➡ 南アルプスIC周辺の
　 再開発に約１億円を計上

➡ 南アルプスIC周辺
　 開発基金条例を制定し
　 10億円を積立！

➡ 令和２年度 一般会計予算
　 299億円を可決

令和２年 第１回定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

１．齊藤博明議長は除く。
２．議案等に反対した場合のみ「×」印で表示。
３．審議結果の「○」印は可決、「×」印は否決。

起立採決を行った議案

異議なく全会一致で可決された議案等
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議案第１号 南アルプスIC周辺開発整備基金条例の制定

議案第14号 令和元年度一般会計補正予算（第６号）

議案第19号 令和２年度一般会計予算に対する修正案
（南アルプスIC新産業拠点整備事業費を修正）

議案第19号 令和２年度一般会計予算

南ア議第２号 建築設計委託等の調査に関する決議

同意案第２号 教育長の任命

条例

令和元年度予算

令和２年度予算

指定管理者の指定

その他

請　願

同　意
諮　問

一部改正

制　定 議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第46号
南ア議第１号
議案第13号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第43号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
議案第44号
議案第39号
議案第40号
議案第37号
議案第38号
議案第41号
議案第42号
議案第45号
同意案第１号
諮問第１号
南ア議第３号

高齢者いきいきプラン策定委員会条例
行政組織条例
固定資産評価審査委員会条例及び手数料条例
職員の服務の宣誓に関する条例
印鑑条例
災害弔慰金の支給等に関する条例
森林振興協議会条例等
総合交流ターミナル条例
山梨県北岳山荘の管理に関する条例及び山荘条例
都市公園条例
市営住宅条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例
議会委員会条例
慈恵寮福祉基金条例及び養護老人ホーム条例
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
介護保険特別会計補正予算（第５号）
山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第７号）
国民健康保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
介護保険特別会計予算
居宅介護予防支援事業特別会計予算
芦安農業集落排水事業特別会計予算
温泉給湯事業特別会計予算
山梨県北岳山荘管理事業特別会計予算
芦安簡易水道事業特別会計予算
芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
土地取得造成事業特別会計予算
水道事業会計予算
下水道事業会計予算
自動車運送事業会計予算
一般会計補正予算（第１号）
農業体験実習館の指定管理者
金山沢公園の指定管理者
第２次総合計画後期基本計画
財産の譲渡
市道路線の認定
市道路線の変更
財産の取得（小学校教師用教科書・指導書）
監査委員の選任
人権擁護委員候補者の推薦
閉会中の継続審査（国に対し「消費税率5%への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願）
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議案第18号
議案第43号
議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号
議案第27号
議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
議案第44号
議案第39号
議案第40号
議案第37号
議案第38号
議案第41号
議案第42号
議案第45号
同意案第１号
諮問第１号
南ア議第３号

高齢者いきいきプラン策定委員会条例
行政組織条例
固定資産評価審査委員会条例及び手数料条例
職員の服務の宣誓に関する条例
印鑑条例
災害弔慰金の支給等に関する条例
森林振興協議会条例等
総合交流ターミナル条例
山梨県北岳山荘の管理に関する条例及び山荘条例
都市公園条例
市営住宅条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例
議会委員会条例
慈恵寮福祉基金条例及び養護老人ホーム条例
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
介護保険特別会計補正予算（第５号）
山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第７号）
国民健康保険特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
介護保険特別会計予算
居宅介護予防支援事業特別会計予算
芦安農業集落排水事業特別会計予算
温泉給湯事業特別会計予算
山梨県北岳山荘管理事業特別会計予算
芦安簡易水道事業特別会計予算
芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算
土地取得造成事業特別会計予算
水道事業会計予算
下水道事業会計予算
自動車運送事業会計予算
一般会計補正予算（第１号）
農業体験実習館の指定管理者
金山沢公園の指定管理者
第２次総合計画後期基本計画
財産の譲渡
市道路線の認定
市道路線の変更
財産の取得（小学校教師用教科書・指導書）
監査委員の選任
人権擁護委員候補者の推薦
閉会中の継続審査（国に対し「消費税率5%への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願）

廃　止

× × × × × × × × × ○

×

×

× × × ×

× × ×

×

× × × × × × × × ×

× × × × × × × × ×

× × ×

× × ×

×

× × × × × × × ×

× × ×

○

○

○
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常
任
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員
会  

委
員
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常
任
委
員
会

●
委
員
長
／
矢
﨑 

俊
秀

●
副
委
員
長
／
櫻
田 

力

●
委
　
員
／
村
松 

三
千
雄
、
野
中 

國
幹
、

　
　
　
　
　
名
取 

泰
、
飯
野 

久
　
小
林 

敏
徳

●
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
／
11
件

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発

　
整
備
基
金
条
例
の
制
定

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
の
基

金
に
つ
い
て
、
周
辺
と
は
、
範
囲

が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
示
せ
な
い
と
い
う
が
、

ま
だ
、
規
定
が
な
い
の
か
。

総

務

Q
範
囲
や
面
積
な
ど
具
体
的
な
こ
と

は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
と
い

う
概
念
の
下
、
土
地
活
用
の
可
能
性
を
把
握

し
た
う
え
で
示
し
た
い
の
で
、
開
発
可
能
性

の
調
査
を
し
た
い
。

A●
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

農
林
商
工
部
を
産
業
観
光
部
に
改

正
さ
れ
「
農
林
」
と
い
う
名
前
が

消
え
て
し
ま
う
が
、
そ
の
意
図
は
。

Q

市
長
の
説
明
要
旨
で
も
次
年
度
以

降
、
観
光
分
野
に
力
を
い
れ
て
い

く
こ
と
で
、
部
の
中
に
観
光
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
農
林
商
工
観
光
部
も
検
討
し

た
が
、
部
名
と
し
て
は
長
い
た
め
農
林
商
工

を
産
業
と
い
う
形
で
表
現
し
た
。

A補
正
予
算（
令
和
元
年
度
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
が
所
管
す
る「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

周
辺
開
発
整
備
基
金
積
立
金
事
業
」に
つ
い

て
、
基
金
は
、
最
終
的
に
は
ど
の
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Q
事
業
費
は
、
概
ね
20
億
円
と
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
基
金

は
こ
れ
か
ら
か
か
る
事
業
費
に
対
し
、
特
に

金
額
を
決
め
て
お
ら
ず
、
財
政
状
況
に
よ
り

積
み
立
て
て
い
く
。

A当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
が
所
管
す
る「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
」に
つ
い
て
、
募
集
要

項
が
未
だ
に
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
。

Q
令
和
元
年
度
で
の
作
成
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
重
要
な
契
約
案
件
の

A

設
定
、
法
務
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間
を
要
し
、
年

度
内
の
作
成
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
内
容
・
デ
ザ
イ
ン
処
理
等
は
済
ん
で
お

り
、
作
成
は
、
法
的
表
現
の
確
定
と
審
査
委

員
会
の
確
認
、印
刷
製
本
作
業
と
な
る
の
で
、

準
備
が
整
い
次
第
、
職
員
で
作
成
し
、
公
募

前
に
は
、
庁
議
で
決
定
し
、
議
員
説
明
を
行

う
考
え
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
秘
書
課
で
広
報
紙
等

に
よ
り
市
民
に
向
け
て
市
政
情
報

を
発
信
し
て
き
た
が
、
今
後
、
観
光
、
移
住

定
住
の
政
策
を
進
め
る
上
で
、
首
都
圏
、
東

海
、
中
京
圏
な
ど
、
外
に
向
け
て
情
報
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A
秘
書
課
が
所
管
す
る「《
新
規
》シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」に

つ
い
て
、
秘
書
課
が
所
管
す
る
理
由
は
。

　
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、櫻
田
力
議
員
、

名
取
泰
議
員
、
小
林
敏
徳
議
員
よ
り
反
対
討

論
、
ま
た
、
村
松
三
千
雄
議
員
、
野
中
國
幹

議
員
、飯
野
久
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
あ
り
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
３
人
、
反
対
３
人

の
同
数
と
な
り
、
委
員
長
採
決
で
否
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
19
号
に
つ
い
て
は
、
名
取
泰
議

員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
案
に

対
し
、
起
立
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

２
人
、
反
対
３
人
で
否
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
原
案
に
対
し
、
起
立
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
３
人
、
反
対
２
人
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
２‒

１
号
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ 
の 

他

●
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

前
期
の
基
本
計
画
と
の
違
い
の
一
つ

に「
市
民
・
地
域
・
事
業
者
」と「
行

政
」の
役
割
を
明
確
に
し
た
と
あ
る
が
、
市

民
や
地
域
に
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
に
何
を

す
る
の
か
。

Q
要
望
が
あ
れ
ば
、
説
明
会
な
ど
を
開

い
て
周
知
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
。

A

東京交通会館で開催された
山梨まるごと移住セミナー＆相談会のようす

Q

反
対
意
見

賛
成
意
見

議案第１号　南アルプスIC周辺開発整備基金条例の制定

　基金には造成費５億円も含まれるというが、全国
では、企業側の都合による中途解約や、１～２年の
賃借料を違約金として払えば、残りの契約期間の賃
借料を求めない事例があることからも、５億円を本
当に回収できるかわからない。また将来的に土地購
入までを想定している基金に、今の時点で賛成する
わけにはいかない。完熟農園の跡地利用は、市がお
金をかけない「民設民営」という所から出発している。
その原点に立ち返るべきだ。
●名取 泰 議員

　南アルプスIC周辺開発整備基金条例の制定につい
ては、昨年 11 月に産業拠点整備事業についての、財
政計画第９期中期財政見通しの中で、本事業の財源
として約20億円の基金繰り入れが必要との説明を受
けている。また、昨年12月の議員説明会においても、
将来計画を見据えての基金制定が肝要との指摘も受
けており、市民の皆さんからも一日も早い事業執行
を望むことから基金条例制定については賛成するも
のである。
●野中 國幹 議員

反
対
意
見

提
案
理
由

議案第19号　令和２年度一般会計予算に対する修正案（南アルプスIC新産業拠点整備事業費を修正）

　南アルプスIC新産業拠点整備事業について、議会
は再開発の可否、手法、誘致策、財源措置など順次、
結論を出して来た。議会は過去に議決された事柄を
前提に議論しなければならない。市は、この事業に
係る経費は事業期間の中で収支し、市の負担にしな
いとしている。また、「募集案内」を作成次第、議会
に示すとしていることから、提案された修正案では
事業進出がままならず、市民の意向に応えることが
出来ない。よって、修正案には反対する。
●村松 三千雄 議員

　修正の内容は審査委員会の報酬、人材派遣の委託
費、事業用地の除草補助金と、地権者への地代を除
いた、残りの事業費を減額するものである。委員会
審査で、同事業の企業支援条例で定めた限度額５億
円以外に、様々な費用が生じることが明らかになっ
た。さらに市が負担する経費の総額は現時点では示
せないという答弁であった。事業費に何が含まれる
かも、総額がいくらになるのかもわからない曖昧な
状況で、予算の執行は認められない。
●名取 泰 議員

反
対
意
見

賛
成
意
見

南ア議第２号　建築設計委託等の調査に関する決議

　本件はすでに監査委員会から報告を受け、議会や
常任委員会において審議し予算および決算とも議決、
認定したものであり、特別委員会設置は昨年９月、
12月議会においても否決されたものである。広河原
山荘については、国土交通省告示15号、98号基準と
官庁施設の設計業務等積算要領を運用している。桃
源文化会館については国土交通省告示15号に基づい
た適切な積算である。以上から、充分審議された案
件であるものと判断し反対するものである。「過去の
批判だけではこの街はよくならない」ことを添える。
●飯野 久 議員

　建築設計委託等の調査についての決議（案）の提出
は、昨年の９月そして12月議会に続いて３度目であ
る。「南アルプス市情報公開条例」に基づく公文書公
開請求で得た240ページにも及ぶ資料を調査した結
果、広河原山荘新築工事及び桃源文化会館改修工事
における建築設計料の算定において多額な損失発生
の疑義があることを確認した。議会として、徹底し
た原因究明を行うことが必要であり、地方自治法第
100条の規定に基づく建築設計委託等調査特別委員
会の設置に賛成する。
●櫻田 力 議員

反
対
意
見

議案第14号
令和元年度一般会計補正予算（第6号）

　「周辺」とはどこかも不明瞭であり、計画書も存
在していない状況での特定目的基金への10億円の
執行は、総合政策部が自ら財政規律を破る事であ
り、庁内規律の崩壊を招きかねない。また「ふる
さと納税の一部が基金の財源になっているとも言
える」との答弁があったが、ふるさと納税者が望
んでいるのは「開発事業」ではないはず。市の魅
力を高める施策やコロナウイルス対策へも柔軟に
予算をふりむけるよう、本補正予算に反対する。
●松野 昇平 議員

反
対
意
見

同意案第２号　教育長の任命

　教育委員会は戦後、個人の尊厳を重んじ、真理
と平和を希求する人間を育成するという教育基本
法に基づき、地方分権、民意の反映などを目的に
発足した。それだけに教育長の任命は、より丁寧
な説明を要するが、議会最終日、本会議直前に任
命議案を提出するのは強引すぎる。また、直近ま
で市長の右腕として部長職にあった方を教育長に
任命するというのは、「一般行政からの独立」と
いう教育制度の在り方から、疑念を持たざるを得
ない。
●名取 泰 議員

本会議での討論の概要
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行
政
組
織
条
例
の
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部
改
正

農
林
商
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部
を
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業
観
光
部
に
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れ
「
農
林
」
と
い
う
名
前
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消
え
て
し
ま
う
が
、
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の
意
図
は
。

Q

市
長
の
説
明
要
旨
で
も
次
年
度
以

降
、
観
光
分
野
に
力
を
い
れ
て
い

く
こ
と
で
、
部
の
中
に
観
光
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
農
林
商
工
観
光
部
も
検
討
し

た
が
、
部
名
と
し
て
は
長
い
た
め
農
林
商
工

を
産
業
と
い
う
形
で
表
現
し
た
。

A補
正
予
算（
令
和
元
年
度
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
が
所
管
す
る「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

周
辺
開
発
整
備
基
金
積
立
金
事
業
」に
つ
い

て
、
基
金
は
、
最
終
的
に
は
ど
の
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Q
事
業
費
は
、
概
ね
20
億
円
と
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
基
金

は
こ
れ
か
ら
か
か
る
事
業
費
に
対
し
、
特
に

金
額
を
決
め
て
お
ら
ず
、
財
政
状
況
に
よ
り

積
み
立
て
て
い
く
。

A当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
が
所
管
す
る「
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
」に
つ
い
て
、
募
集
要

項
が
未
だ
に
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
。

Q
令
和
元
年
度
で
の
作
成
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
重
要
な
契
約
案
件
の

A

設
定
、
法
務
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間
を
要
し
、
年

度
内
の
作
成
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
内
容
・
デ
ザ
イ
ン
処
理
等
は
済
ん
で
お

り
、
作
成
は
、
法
的
表
現
の
確
定
と
審
査
委

員
会
の
確
認
、印
刷
製
本
作
業
と
な
る
の
で
、

準
備
が
整
い
次
第
、
職
員
で
作
成
し
、
公
募

前
に
は
、
庁
議
で
決
定
し
、
議
員
説
明
を
行

う
考
え
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
秘
書
課
で
広
報
紙
等

に
よ
り
市
民
に
向
け
て
市
政
情
報

を
発
信
し
て
き
た
が
、
今
後
、
観
光
、
移
住

定
住
の
政
策
を
進
め
る
上
で
、
首
都
圏
、
東

海
、
中
京
圏
な
ど
、
外
に
向
け
て
情
報
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

A
秘
書
課
が
所
管
す
る「《
新
規
》シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」に

つ
い
て
、
秘
書
課
が
所
管
す
る
理
由
は
。

　
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、櫻
田
力
議
員
、

名
取
泰
議
員
、
小
林
敏
徳
議
員
よ
り
反
対
討

論
、
ま
た
、
村
松
三
千
雄
議
員
、
野
中
國
幹

議
員
、飯
野
久
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
あ
り
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
３
人
、
反
対
３
人

の
同
数
と
な
り
、
委
員
長
採
決
で
否
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
19
号
に
つ
い
て
は
、
名
取
泰
議

員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
案
に

対
し
、
起
立
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

２
人
、
反
対
３
人
で
否
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
原
案
に
対
し
、
起
立
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
３
人
、
反
対
２
人
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
２‒

１
号
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ 

の 

他

●
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

前
期
の
基
本
計
画
と
の
違
い
の
一
つ

に「
市
民
・
地
域
・
事
業
者
」と「
行

政
」の
役
割
を
明
確
に
し
た
と
あ
る
が
、
市

民
や
地
域
に
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
に
何
を

す
る
の
か
。

Q
要
望
が
あ
れ
ば
、
説
明
会
な
ど
を
開

い
て
周
知
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
。

A

東京交通会館で開催された
山梨まるごと移住セミナー＆相談会のようす

Q

反
対
意
見

賛
成
意
見

議案第１号　南アルプスIC周辺開発整備基金条例の制定

　基金には造成費５億円も含まれるというが、全国
では、企業側の都合による中途解約や、１～２年の
賃借料を違約金として払えば、残りの契約期間の賃
借料を求めない事例があることからも、５億円を本
当に回収できるかわからない。また将来的に土地購
入までを想定している基金に、今の時点で賛成する
わけにはいかない。完熟農園の跡地利用は、市がお
金をかけない「民設民営」という所から出発している。
その原点に立ち返るべきだ。
●名取 泰 議員

　南アルプスIC周辺開発整備基金条例の制定につい
ては、昨年 11 月に産業拠点整備事業についての、財
政計画第９期中期財政見通しの中で、本事業の財源
として約20億円の基金繰り入れが必要との説明を受
けている。また、昨年12月の議員説明会においても、
将来計画を見据えての基金制定が肝要との指摘も受
けており、市民の皆さんからも一日も早い事業執行
を望むことから基金条例制定については賛成するも
のである。
●野中 國幹 議員

反
対
意
見

提
案
理
由

議案第19号　令和２年度一般会計予算に対する修正案（南アルプスIC新産業拠点整備事業費を修正）

　南アルプスIC新産業拠点整備事業について、議会
は再開発の可否、手法、誘致策、財源措置など順次、
結論を出して来た。議会は過去に議決された事柄を
前提に議論しなければならない。市は、この事業に
係る経費は事業期間の中で収支し、市の負担にしな
いとしている。また、「募集案内」を作成次第、議会
に示すとしていることから、提案された修正案では
事業進出がままならず、市民の意向に応えることが
出来ない。よって、修正案には反対する。
●村松 三千雄 議員

　修正の内容は審査委員会の報酬、人材派遣の委託
費、事業用地の除草補助金と、地権者への地代を除
いた、残りの事業費を減額するものである。委員会
審査で、同事業の企業支援条例で定めた限度額５億
円以外に、様々な費用が生じることが明らかになっ
た。さらに市が負担する経費の総額は現時点では示
せないという答弁であった。事業費に何が含まれる
かも、総額がいくらになるのかもわからない曖昧な
状況で、予算の執行は認められない。
●名取 泰 議員

反
対
意
見

賛
成
意
見

南ア議第２号　建築設計委託等の調査に関する決議

　本件はすでに監査委員会から報告を受け、議会や
常任委員会において審議し予算および決算とも議決、
認定したものであり、特別委員会設置は昨年９月、
12月議会においても否決されたものである。広河原
山荘については、国土交通省告示15号、98号基準と
官庁施設の設計業務等積算要領を運用している。桃
源文化会館については国土交通省告示15号に基づい
た適切な積算である。以上から、充分審議された案
件であるものと判断し反対するものである。「過去の
批判だけではこの街はよくならない」ことを添える。
●飯野 久 議員

　建築設計委託等の調査についての決議（案）の提出
は、昨年の９月そして12月議会に続いて３度目であ
る。「南アルプス市情報公開条例」に基づく公文書公
開請求で得た240ページにも及ぶ資料を調査した結
果、広河原山荘新築工事及び桃源文化会館改修工事
における建築設計料の算定において多額な損失発生
の疑義があることを確認した。議会として、徹底し
た原因究明を行うことが必要であり、地方自治法第
100条の規定に基づく建築設計委託等調査特別委員
会の設置に賛成する。
●櫻田 力 議員

反
対
意
見

議案第14号
令和元年度一般会計補正予算（第6号）

　「周辺」とはどこかも不明瞭であり、計画書も存
在していない状況での特定目的基金への10億円の
執行は、総合政策部が自ら財政規律を破る事であ
り、庁内規律の崩壊を招きかねない。また「ふる
さと納税の一部が基金の財源になっているとも言
える」との答弁があったが、ふるさと納税者が望
んでいるのは「開発事業」ではないはず。市の魅
力を高める施策やコロナウイルス対策へも柔軟に
予算をふりむけるよう、本補正予算に反対する。
●松野 昇平 議員

反
対
意
見

同意案第２号　教育長の任命

　教育委員会は戦後、個人の尊厳を重んじ、真理
と平和を希求する人間を育成するという教育基本
法に基づき、地方分権、民意の反映などを目的に
発足した。それだけに教育長の任命は、より丁寧
な説明を要するが、議会最終日、本会議直前に任
命議案を提出するのは強引すぎる。また、直近ま
で市長の右腕として部長職にあった方を教育長に
任命するというのは、「一般行政からの独立」と
いう教育制度の在り方から、疑念を持たざるを得
ない。
●名取 泰 議員

本会議での討論の概要
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常
任
委
員
会

●
委
員
長
／
斉
藤 

諭

●
副
委
員
長
／
三
木 

充

●
委
　
員
／
花
輪 

幸
長
、
清
水 

重
仁
、

　
　
　
　
　
河
野 

木
綿
子
、
花
輪 

進
、

　
　
　
　
　
深
澤 

米
男

●
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
／
23
件

産
業
土
木

常
任
委
員
会

●
委
員
長
／
有
野 

一
成

●
副
委
員
長
／
北
村 

千
代
子

●
委
　
員
／
松
野 

昇
平
、
戸
栗 
淳
、

　
　
　
　
　
小
池 

伸
吾
、
中
込 

恵
子

●
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
／
16
件

厚
生
文
教

常
任
委
員
会  

委
員
長
報
告

常
任
委
員
会  

委
員
長
報
告

補
正
予
算（
令
和
元
年
度
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

戸
籍
市
民
課
が
所
管
す
る「
個
人
番

号
カ
ー
ド
発
行
事
業
」に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
手
続
き
に
対

し
て
市
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

Q
令
和
４
年
度
中
に
、
ほ
と
ん
ど
の

住
民
に
取
得
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
中
で
、
今
後
は
、
企
業

等
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
申
請
自
体
を
出
向

い
て
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

A当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

国
保
年
金
課
が
所
管
す
る「
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
事
務
費
繰
出

Q

金
」に
つ
い
て
、
職
員
給
与
費
２
，
３
３
２

万
７
千
円
は
、
３
人
分
と
し
て
は
異
常
に
高

い
の
で
は
な
い
か
。

職
員
３
名
分
の
職
員
給
与
費
、
手

当
、
共
済
費
、
お
よ
び
共
済
組
合

負
担
金
が
含
ま
れ
た
繰
出
金
で
あ
り
、
職
員

構
成
は
、
課
長
補
佐
と
職
員
２
名
で
あ
る
。

A
環
境
課
が
所
管
す
る「
資
源
回
収
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
」に
つ
い
て
、
有

価
物
売
り
払
い
収
入
が
昨
年
と
同
じ
８
０
０

万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
金
額
は
適
切
か
。

Q
単
価
は
、
エ
コ
協
同
組
合
に
よ
り

３
ヵ
月
ご
と
に
見
直
し
て
お
り
、

適
正
と
思
っ
て
い
る
。

A
子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
」
に
つ
い

て
、夏
休
み
の
開
所
時
間
30
分
繰
り
上
げ
を
、

冬
休
み
や
春
休
み
に
拡
大
す
る
考
え
は
。

Q
今
の
と
こ
ろ
は
夏
休
み
を
考
え
て

い
る
。

A
農
政
課
が
所
管
す
る「
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
支
援
事
業
」に
つ
い
て
、
囲

い
罠
の
設
置
数
や
規
模
、金
額
は
ど
の
程
度
か
。

Q
平
岡
、
湯
沢
、
塩
前
の
３
ヵ
所
に

設
置
し
て
い
る
。
大
き
さ
は
現
場

の
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
地
元

と
協
議
し
て
決
め
る
。
概
ね
縦
４
．５
ｍ
、

横
４
．５
ｍ
か
ら
７
ｍ
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
あ

り
、
金
額
は
70
〜
80
万
円
程
度
で
あ
る
。

A
県
営
林
道
南
ア
ル
プ
ス
線
の
崩
落

状
況
に
つ
い
て
、復
旧
の
見
通
し
は
。

Q
山
梨
県
が
調
査
、
測
量
を
行
い
、
令

和
２
年
４
月
に
工
事
に
着
手
す
る
。

進
捗
状
況
に
も
よ
る
が
、
例
年
よ
り
１
週
間

ほ
ど
遅
れ
る
の
で
、
６
月
最
後
の
金
曜
日
に

は
復
旧
で
き
る
見
通
し
と
聞
い
て
い
る
。
県

と
常
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

A
市
立
児
童
館
が
所
管
す
る「
児
童
館
活

動
事
業
」に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
一

旦
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
児
童
館
を
利
用
す
る

方
針
が
出
さ
れ
、
一
部
の
保
護
者
か
ら
見
直

し
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

Q
八
田
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の

特
殊
性
を
考
慮
し
、
登
録
制
に
し
、

受
け
入
れ
て
い
く
。

A

介
護
福
祉
課
が
所
管
す
る「
養
護
老

人
ホ
ー
ム
慈
恵
寮
施
設
管
理
事
業
」

に
つ
い
て
、
無
人
化
し
た
施
設
の
管
理
で
約

４
０
０
万
円
の
経
費
が
掛
か
る
。
期
限
付
き

で
空
い
た
施
設
を
活
用
す
る
考
え
は
。

Q
教
育
総
務
課
が
所
管
す
る「《
新
規
》

若
草
小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
良
事

業
」に
つ
い
て
、
耐
力
度
調
査
等
を
行
っ
て
、

適
切
か
判
断
す
る
と
あ
る
が
、
調
査
の
結
果

で
建
て
替
え
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

Q
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
公
共
施

設
の
再
配
置
方
針
で
、
廃
止
、
取

り
壊
し
の
方
向
で
あ
る
。
新
年
度
に
は
方
向

性
を
早
く
判
断
し
て
、
長
い
期
間
費
用
が
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

A

調
査
結
果
に
も
よ
る
が
、
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
、
昨

年
度
ま
で
に
建
物
の
健
全
性
を
把
握
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
の
中
で
長

寿
命
化
改
良
工
事
を
す
れ
ば
、
建
て
替
え

ず
に
30
年
以
上
は
使
え
る
と
判
断
し
て
進

め
て
い
る
。

A
学
校
教
育
課
が
所
管
す
る「
い
じ
め
・

不
登
校
未
然
防
止
推
進
事
業
」に
つ
い

て
、
５
年
と
中
１
の
児
童
生
徒
に
Ｑ
Ｕ
検
査

を
し
て
い
る
が
、
結
果
と
そ
の
対
応
は
。

Q
全
て
の
先
生
が
調
査
結
果
を
共
有

し
、
対
応
に
つ
い
て
会
議
を
す
る
中

で
今
後
に
活
か
し
、
２
度
目
の
検
査
で
さ
ら

に
深
め
て
い
く
。
そ
の
他
の
学
年
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
費
用
で
全
学
年
を
行
っ
て
い
る
。

A
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す

る「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
」

に
つ
い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
契
約
し
て
い

る
農
業
者
と
農
業
生
産
法
人
の
数
と
、
現
在

の
野
菜
の
地
産
地
消
率
は
。

Q
農
業
者
は
７
件
、
農
業
生
産
法
人

は
１
社
で
あ
り
、
主
要
５
品
目
の

地
産
地
消
率
は
約
10
％
で
あ
る
。

A　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
、

お
よ
び
そ
の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
、

お
よ
び
そ
の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令和２年４月から無人化となった慈恵寮

当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

農
政
課
が
所
管
す
る「
松
く
い
虫
防

除
対
策
事
業
」に
つ
い
て
、
年
２
回

の
被
害
木
の
調
査
は
、
市
全
体
の
森
林
を
調

査
す
る
の
か
。

Q
森
林
の
調
査
は
毎
年
行
っ
て
お
り
、

概
ね
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
箇
所
を
、
芦
安
か
ら
甲
西
に
か
け
て
調
査

し
、
防
除
を
実
施
す
る
箇
所
を
決
め
る
。

A
農
政
課
が
所
管
す
る「
担
い
手
支
援

事
業（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
事

業
）」に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
何
人
が
新
規
就

農
で
市
内
に
定
住
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

Q

令
和
元
年
度
ま
で
の
実
績
で
16
名

の
方
が
新
規
に
就
農
し
て
い
る
。

A

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る「
外
国
人

誘
客
促
進
事
業
」に
つ
い
て
、
北
岳
な

ど
の
有
名
な
観
光
地
に
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
等
の
看
板
を
設
置
す
る
考
え
は
。

Q
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
と
し
て
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
行
っ
て

い
く
。
広
河
原
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
登

山
の
マ
ナ
ー
や
安
全
面
な
ど
の
案
内
を
映
像

配
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

AQ
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が

所
管
す
る「
芦
安
山
岳
館
管
理
運
営

事
業
」に
つ
い
て
、
現
在
、
館
長
が
不
在
で

あ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

山
梨
県
山
岳
連
盟
の
著
名
な
方
を

は
じ
め
、
何
人
か
の
方
に
相
談
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
事
情
が
あ
り
、
お
断
り

さ
れ
て
い
る
。
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
お
願
い

A

農
林
土
木
課
が
所
管
す
る「
県
営
土

地
改
良
参
画
事
業（
八
田
西
部
地
区
）」

に
つ
い
て
、
企
業
参
入
を
図
っ
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
企
業
数
は
。

Q
現
在
１
社
か
ら
希
望
を
受
け
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
圃
場
整
備
の
予

定
面
積
27
．３
ha
の
う
ち
、
５
か
ら
10 
ha
程

度
を
希
望
し
て
い
る
。

A●
山
梨
県
北
岳
山
荘
管
理
事
業

　特
別
会
計
予
算

昨
年
の
台
風
の
影
響
で
林
道
や
登

山
道
が
荒
れ
て
い
る
が
、令
和
２
年

度
の
登
山
者
や
山
荘
利
用
者
の
見
込
み
は
。

Q
登
山
者
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
料
金
改
定
や
安
全
対
策
も

含
め
て
、
早
急
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
山
岳
雑

誌
等
で
現
況
の
情
報
発
信
を
行
い
、
出
来
る

か
ぎ
り
来
て
も
ら
う
よ
う
に
対
応
す
る
。
ま

た
、
大
樺
沢
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
河
原
の

中
を
通
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
、
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
有

識
者
を
含
め
て
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

地域おこし協力隊の活動のようす

芦安山岳館

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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常
任
委
員
会

●
委
員
長
／
斉
藤 

諭

●
副
委
員
長
／
三
木 

充

●
委
　
員
／
花
輪 

幸
長
、
清
水 

重
仁
、

　
　
　
　
　
河
野 

木
綿
子
、
花
輪 

進
、

　
　
　
　
　
深
澤 

米
男

●
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
／
23
件

産
業
土
木

常
任
委
員
会

●
委
員
長
／
有
野 

一
成

●
副
委
員
長
／
北
村 

千
代
子

●
委
　
員
／
松
野 

昇
平
、
戸
栗 

淳
、

　
　
　
　
　
小
池 

伸
吾
、
中
込 

恵
子

●
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
／
16
件

厚
生
文
教

常
任
委
員
会  

委
員
長
報
告

常
任
委
員
会  

委
員
長
報
告

補
正
予
算（
令
和
元
年
度
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

戸
籍
市
民
課
が
所
管
す
る「
個
人
番

号
カ
ー
ド
発
行
事
業
」に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
手
続
き
に
対

し
て
市
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

Q
令
和
４
年
度
中
に
、
ほ
と
ん
ど
の

住
民
に
取
得
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
中
で
、
今
後
は
、
企
業

等
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
申
請
自
体
を
出
向

い
て
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

A当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

国
保
年
金
課
が
所
管
す
る「
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
事
務
費
繰
出

Q

金
」に
つ
い
て
、
職
員
給
与
費
２
，
３
３
２

万
７
千
円
は
、
３
人
分
と
し
て
は
異
常
に
高

い
の
で
は
な
い
か
。

職
員
３
名
分
の
職
員
給
与
費
、
手

当
、
共
済
費
、
お
よ
び
共
済
組
合

負
担
金
が
含
ま
れ
た
繰
出
金
で
あ
り
、
職
員

構
成
は
、
課
長
補
佐
と
職
員
２
名
で
あ
る
。

A
環
境
課
が
所
管
す
る「
資
源
回
収
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
」に
つ
い
て
、
有

価
物
売
り
払
い
収
入
が
昨
年
と
同
じ
８
０
０

万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
金
額
は
適
切
か
。

Q
単
価
は
、
エ
コ
協
同
組
合
に
よ
り

３
ヵ
月
ご
と
に
見
直
し
て
お
り
、

適
正
と
思
っ
て
い
る
。

A
子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
」
に
つ
い

て
、夏
休
み
の
開
所
時
間
30
分
繰
り
上
げ
を
、

冬
休
み
や
春
休
み
に
拡
大
す
る
考
え
は
。

Q
今
の
と
こ
ろ
は
夏
休
み
を
考
え
て

い
る
。

A
農
政
課
が
所
管
す
る「
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
支
援
事
業
」に
つ
い
て
、
囲

い
罠
の
設
置
数
や
規
模
、金
額
は
ど
の
程
度
か
。

Q
平
岡
、
湯
沢
、
塩
前
の
３
ヵ
所
に

設
置
し
て
い
る
。
大
き
さ
は
現
場

の
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
地
元

と
協
議
し
て
決
め
る
。
概
ね
縦
４
．５
ｍ
、

横
４
．５
ｍ
か
ら
７
ｍ
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
あ

り
、
金
額
は
70
〜
80
万
円
程
度
で
あ
る
。

A
県
営
林
道
南
ア
ル
プ
ス
線
の
崩
落

状
況
に
つ
い
て
、復
旧
の
見
通
し
は
。

Q
山
梨
県
が
調
査
、
測
量
を
行
い
、
令

和
２
年
４
月
に
工
事
に
着
手
す
る
。

進
捗
状
況
に
も
よ
る
が
、
例
年
よ
り
１
週
間

ほ
ど
遅
れ
る
の
で
、
６
月
最
後
の
金
曜
日
に

は
復
旧
で
き
る
見
通
し
と
聞
い
て
い
る
。
県

と
常
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

A
市
立
児
童
館
が
所
管
す
る「
児
童
館
活

動
事
業
」に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
一

旦
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
児
童
館
を
利
用
す
る

方
針
が
出
さ
れ
、
一
部
の
保
護
者
か
ら
見
直

し
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

Q
八
田
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の

特
殊
性
を
考
慮
し
、
登
録
制
に
し
、

受
け
入
れ
て
い
く
。

A

介
護
福
祉
課
が
所
管
す
る「
養
護
老

人
ホ
ー
ム
慈
恵
寮
施
設
管
理
事
業
」

に
つ
い
て
、
無
人
化
し
た
施
設
の
管
理
で
約

４
０
０
万
円
の
経
費
が
掛
か
る
。
期
限
付
き

で
空
い
た
施
設
を
活
用
す
る
考
え
は
。

Q
教
育
総
務
課
が
所
管
す
る「《
新
規
》

若
草
小
学
校
校
舎
長
寿
命
化
改
良
事

業
」に
つ
い
て
、
耐
力
度
調
査
等
を
行
っ
て
、

適
切
か
判
断
す
る
と
あ
る
が
、
調
査
の
結
果

で
建
て
替
え
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

Q
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
公
共
施

設
の
再
配
置
方
針
で
、
廃
止
、
取

り
壊
し
の
方
向
で
あ
る
。
新
年
度
に
は
方
向

性
を
早
く
判
断
し
て
、
長
い
期
間
費
用
が
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

A

調
査
結
果
に
も
よ
る
が
、
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
、
昨

年
度
ま
で
に
建
物
の
健
全
性
を
把
握
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
の
中
で
長

寿
命
化
改
良
工
事
を
す
れ
ば
、
建
て
替
え

ず
に
30
年
以
上
は
使
え
る
と
判
断
し
て
進

め
て
い
る
。

A
学
校
教
育
課
が
所
管
す
る「
い
じ
め
・

不
登
校
未
然
防
止
推
進
事
業
」に
つ
い

て
、
５
年
と
中
１
の
児
童
生
徒
に
Ｑ
Ｕ
検
査

を
し
て
い
る
が
、
結
果
と
そ
の
対
応
は
。

Q
全
て
の
先
生
が
調
査
結
果
を
共
有

し
、
対
応
に
つ
い
て
会
議
を
す
る
中

で
今
後
に
活
か
し
、
２
度
目
の
検
査
で
さ
ら

に
深
め
て
い
く
。
そ
の
他
の
学
年
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
費
用
で
全
学
年
を
行
っ
て
い
る
。

A
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す

る「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
」

に
つ
い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
契
約
し
て
い

る
農
業
者
と
農
業
生
産
法
人
の
数
と
、
現
在

の
野
菜
の
地
産
地
消
率
は
。

Q
農
業
者
は
７
件
、
農
業
生
産
法
人

は
１
社
で
あ
り
、
主
要
５
品
目
の

地
産
地
消
率
は
約
10
％
で
あ
る
。

A　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
、

お
よ
び
そ
の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
条
例
案
、
補
正
予
算
案
、
当
初
予
算
案
、

お
よ
び
そ
の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令和２年４月から無人化となった慈恵寮

当
初
予
算（
令
和
２
年
度
）

●
一
般
会
計
予
算

農
政
課
が
所
管
す
る「
松
く
い
虫
防

除
対
策
事
業
」に
つ
い
て
、
年
２
回

の
被
害
木
の
調
査
は
、
市
全
体
の
森
林
を
調

査
す
る
の
か
。

Q
森
林
の
調
査
は
毎
年
行
っ
て
お
り
、

概
ね
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
箇
所
を
、
芦
安
か
ら
甲
西
に
か
け
て
調
査

し
、
防
除
を
実
施
す
る
箇
所
を
決
め
る
。

A
農
政
課
が
所
管
す
る「
担
い
手
支
援

事
業（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
事

業
）」に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
何
人
が
新
規
就

農
で
市
内
に
定
住
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

Q

令
和
元
年
度
ま
で
の
実
績
で
16
名

の
方
が
新
規
に
就
農
し
て
い
る
。

A

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る「
外
国
人

誘
客
促
進
事
業
」に
つ
い
て
、
北
岳
な

ど
の
有
名
な
観
光
地
に
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
等
の
看
板
を
設
置
す
る
考
え
は
。

Q
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
と
し
て
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
行
っ
て

い
く
。
広
河
原
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
登

山
の
マ
ナ
ー
や
安
全
面
な
ど
の
案
内
を
映
像

配
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

AQ
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
が

所
管
す
る「
芦
安
山
岳
館
管
理
運
営

事
業
」に
つ
い
て
、
現
在
、
館
長
が
不
在
で

あ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

山
梨
県
山
岳
連
盟
の
著
名
な
方
を

は
じ
め
、
何
人
か
の
方
に
相
談
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
事
情
が
あ
り
、
お
断
り

さ
れ
て
い
る
。
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
お
願
い

A

農
林
土
木
課
が
所
管
す
る「
県
営
土

地
改
良
参
画
事
業（
八
田
西
部
地
区
）」

に
つ
い
て
、
企
業
参
入
を
図
っ
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
企
業
数
は
。

Q
現
在
１
社
か
ら
希
望
を
受
け
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
圃
場
整
備
の
予

定
面
積
27
．３
ha
の
う
ち
、
５
か
ら
10 

ha
程

度
を
希
望
し
て
い
る
。

A●
山
梨
県
北
岳
山
荘
管
理
事
業

　特
別
会
計
予
算

昨
年
の
台
風
の
影
響
で
林
道
や
登

山
道
が
荒
れ
て
い
る
が
、令
和
２
年

度
の
登
山
者
や
山
荘
利
用
者
の
見
込
み
は
。

Q
登
山
者
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
料
金
改
定
や
安
全
対
策
も

含
め
て
、
早
急
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
山
岳
雑

誌
等
で
現
況
の
情
報
発
信
を
行
い
、
出
来
る

か
ぎ
り
来
て
も
ら
う
よ
う
に
対
応
す
る
。
ま

た
、
大
樺
沢
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
河
原
の

中
を
通
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
、
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
有

識
者
を
含
め
て
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

地域おこし協力隊の活動のようす

芦安山岳館

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。



南アルプス市議会だより No.68  ｜  0809  ｜  南アルプス市議会だより No.68

市政のここを聞く！代 表 質 問

組織機構の改革に伴う専門部署の設置を！
 ➡ 今後、関係部署を中心に総体的な協議の中で検討する。

獣害対策として大型囲い罠設置後の検証は？
 ➡ 大型囲い罠や花火による追い払い活動を
　  今後も強化・支援を続けていく。

完熟農園跡地を除いて南アルプスIC周辺一帯における
基金条例の制定は時期尚早では？
 ➡ 当面は新産業拠点整備事業に充てる。
　  整備は 10億円では不足のため基金造成は必要である。

エコパ伊奈ケ湖整備計画の様な収益事業を
あえて市が行う必要があるのか
 ➡ 観光の収益施設として、子どもや海外の旅行者等、
　   幅広い方々が楽しめる観光収益施設とする。

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員
未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員

討 

議 

の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

専
門
部
署
の
設
置
は

建
設
工
事
を
は
じ
め
建
築
等
の
設

計
監
理
業
務
の
委
託
料
に
つ
い
て
、

議
会
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

精
査
す
る
専
門
部
署
の
設
置
が
急
務
と
感
じ

ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
現
在
、
高
度
な
建
築
設
計
の
知
識

を
有
す
る
職
員
が
い
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
建
築
工
事
に
伴
う
設
計
、
お
よ

び
施
工
監
理
等
に
つ
い
て
は
、
外
部
発
注
に

よ
り
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。
今
後
は
、
精

通
し
た
人
材
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

関
係
部
署
を
中
心
に
総
体
的
な
協
議
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

A

農
業
振
興
策
と
し
て

先
般
、
神
奈
川
県
・
津
久
井
地
域

に
よ
る
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
大

型
お
り
の
設
置
情
報
が
あ
り
、
サ
ル
だ
け
で

な
く
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に
も
対
応
で
き
る

捕
獲
機
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
型
お
り

は
遠
隔
装
置
に
よ
る
も
の
で
、
本
市
の
大
型

お
り
と
は
若
干
装
置
が
違
う
罠
で
あ
る
。
最

近
で
は
再
び
サ
ル
や
シ
カ
が
出
没
す
る
状
況

Q

市
立
美
術
館
の
今
後
の
方
針
は

美
術
館
は
芸
術
文
化
の
発
展
や
教

育
研
究
な
ど
を
行
う
使
命
が
あ
る

が
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
本

市
の
文
化
拠
点
を
は
じ
め
観
光
資
源
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
期
待
さ
れ
る
が
、
今
後
の
活

用
計
画
は
。

Q
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
に
お
い
て
、
平
岡
地
域
お

よ
び
湯
沢
地
域
に
大
型
囲
い
罠
を
設
置
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
は
、
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
連
動
さ

せ
た
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に
対
応
し
た
囲

い
罠
に
よ
る
捕
獲
方
法
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
と
協
議
す
る
中
で
効
果
的
な
装
置
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

A
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光

事
業
と
の
融
合
を
考
え
、
中
部
横

断
自
動
車
道
の
開
通
を
期
に
、
富
士
川
沿
線

の
芸
術
文
化
施
設
を
つ
な
ぐ
観
光
ツ
ア
ー
の

検
討
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

獣
害
対
策
に
伴
う
大
型
お
り

設
置
後
の
検
証
に
つ
い
て

獣
害
対
策
と
し
て
大
型
囲
い
罠
が

市
内
２
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
、
大
き

な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
捕
獲
内
容
の
実
情
と
そ
の
後
の
サ

ル
等
の
群
れ
の
状
況
な
ど
追
跡
調
査
は
さ
れ

て
い
る
か
。

Q
市
内
２
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

大
型
囲
い
罠
の
捕
獲
実
績
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
59
頭
が
捕

獲
さ
れ
、効
果
は
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

市
で
は
中
山
間
地
に
群
れ
を
作
り
行
動
す
る

サ
ル
の
状
況
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

A基
金
と
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺

開
発
整
備
に
つ
い
て

市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
場
所
と
位

置
づ
け
、
新
た
な
都
市
機
能
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
活
気
と
賑
わ
い
を
創
出

し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
南

ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備
基
金
を
設
置

す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
10
億
円
の
基

金
を
造
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、
10
億
円
の

妥
当
性
の
根
拠
と
補
正
対
応
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
土
地
の
状
況
な
ど
の
基
礎

調
査
か
ら
、
開
発
に
係
る
可
能
性
を
把
握
し
、

よ
り
相
応
し
い
業
態
に
よ
る
土
地
活
用
の
方

針
策
定
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
山
梨
県
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
、

山
梨
県
物
流
等
基
本
計
画
で
本
市

の
重
点
促
進
区
域
の
指
定
は
、
鏡
中
条
橋
西

詰
め
が
19 

ha
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
隣
接
区
域

５
．９
ha
が
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
定
を
ど
の
よ
う
に
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
の
か
。

Q
市
は
、
地
域
の
優
位
性
を
活
か
し
、

高
度
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
を
け
ん
引
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
県
と

連
携
を
図
る
中
で
、
適
切
な
開
発
整
備
を
進

め
る
。

A

農
林
土
木
課
の
所
属
変
更
に

つ
い
て農

林
土
木
課
を
建
設
部
に
編
入
す

る
組
織
の
改
編
が
示
さ
れ
て
い
る
。

政
策
と
予
算
は
一
体
で
よ
ど
み
な
い
行
政
が

推
進
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q
業
務
に
支
障
は
生
じ
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

Aエ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
整
備
計
画
に

つ
い
てエ

コ
パ
伊
奈
ケ
湖
整
備
計
画
の
概

要
が
議
員
に
説
明
さ
れ
た
が
、
こ

の
計
画
は
そ
も
そ
も
何
を
根
拠
に
整
備
す
る

の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
基
づ
き
、
公
約
で
も

あ
る
「
五
感
で
体
験
で
き
る
楽
し
み
学
び
エ

リ
ア 

エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
」
の
創
出
を
実
現

す
る
た
め
に
実
施
す
る
。

A
自
然
を
楽
し
む
。
ま
た
、
自
然
を

生
か
し
た
教
育
娯
楽
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
特
段
の
反

対
す
る
理
由
は
な
い
。
し
か
し
、
市
議
会
議

員
の
立
場
か
ら
は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
社

会
を
迎
え
て
、
扶
助
費
が
重
く
の
し
か
か
る

将
来
を
見
据
え
る
と
財
政
運
営
に
お
い
て
確

Q 確
認
す
る
た
め「
動
物
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
行
動
範
囲
を
把
握
す
る
シ
ス
テ

ム
を
発
信
し
て
い
る
。
今
年
度
は
新
た
に
塩

前
地
域
に
大
型
囲
い
罠
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
地
元
農
業
従
事
者
の
花
火
に
よ
る
追
い

払
い
活
動
の
成
果
等
見
な
が
ら
、
今
後
も
対

策
強
化
に
向
け
て
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

で
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
策
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

捕
獲
機
の
導
入
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
ア
ポ
電
詐
欺
防
止
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

・
完
熟
農
園
跡
地
周
辺
は
、
ど
の
様
な
都
市

　機
能
を
整
備
す
る
の
か
。

実
に
厳
し
い
環
境
が
予
測
さ
れ
て
い
る
中

で
、
施
設
利
用
が
一
過
性
で
終
わ
る
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
収
益
事
業
を
あ
え
て
市
が

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

「
遊
び
と
癒
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中
心
に
、

観
光
の
収
益
施
設
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
、
県
内
外
の
家
族
連
れ
、
小
学
生
か
ら
社

会
人
の
グ
ル
ー
プ
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
な

ど
幅
広
い
方
々
が
、
自
然
を
楽
し
め
る
観
光

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

A

平岡地区に設置した獣害対策用の大型囲い罠

森林アクティビティのイメージ写真
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市政のここを聞く！代 表 質 問

組織機構の改革に伴う専門部署の設置を！
 ➡ 今後、関係部署を中心に総体的な協議の中で検討する。

獣害対策として大型囲い罠設置後の検証は？
 ➡ 大型囲い罠や花火による追い払い活動を
　  今後も強化・支援を続けていく。

完熟農園跡地を除いて南アルプスIC周辺一帯における
基金条例の制定は時期尚早では？
 ➡ 当面は新産業拠点整備事業に充てる。
　  整備は 10億円では不足のため基金造成は必要である。

エコパ伊奈ケ湖整備計画の様な収益事業を
あえて市が行う必要があるのか
 ➡ 観光の収益施設として、子どもや海外の旅行者等、
　   幅広い方々が楽しめる観光収益施設とする。

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員
未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員

討 

議 

の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

専
門
部
署
の
設
置
は

建
設
工
事
を
は
じ
め
建
築
等
の
設

計
監
理
業
務
の
委
託
料
に
つ
い
て
、

議
会
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

精
査
す
る
専
門
部
署
の
設
置
が
急
務
と
感
じ

ら
れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
現
在
、
高
度
な
建
築
設
計
の
知
識

を
有
す
る
職
員
が
い
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
建
築
工
事
に
伴
う
設
計
、
お
よ

び
施
工
監
理
等
に
つ
い
て
は
、
外
部
発
注
に

よ
り
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。
今
後
は
、
精

通
し
た
人
材
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

関
係
部
署
を
中
心
に
総
体
的
な
協
議
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

A

農
業
振
興
策
と
し
て

先
般
、
神
奈
川
県
・
津
久
井
地
域

に
よ
る
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
大

型
お
り
の
設
置
情
報
が
あ
り
、
サ
ル
だ
け
で

な
く
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に
も
対
応
で
き
る

捕
獲
機
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
型
お
り

は
遠
隔
装
置
に
よ
る
も
の
で
、
本
市
の
大
型

お
り
と
は
若
干
装
置
が
違
う
罠
で
あ
る
。
最

近
で
は
再
び
サ
ル
や
シ
カ
が
出
没
す
る
状
況

Q

市
立
美
術
館
の
今
後
の
方
針
は

美
術
館
は
芸
術
文
化
の
発
展
や
教

育
研
究
な
ど
を
行
う
使
命
が
あ
る

が
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
本

市
の
文
化
拠
点
を
は
じ
め
観
光
資
源
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
期
待
さ
れ
る
が
、
今
後
の
活

用
計
画
は
。

Q
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
に
お
い
て
、
平
岡
地
域
お

よ
び
湯
沢
地
域
に
大
型
囲
い
罠
を
設
置
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
は
、
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
連
動
さ

せ
た
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に
対
応
し
た
囲

い
罠
に
よ
る
捕
獲
方
法
に
つ
い
て
、
関
係
団

体
と
協
議
す
る
中
で
効
果
的
な
装
置
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

A
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光

事
業
と
の
融
合
を
考
え
、
中
部
横

断
自
動
車
道
の
開
通
を
期
に
、
富
士
川
沿
線

の
芸
術
文
化
施
設
を
つ
な
ぐ
観
光
ツ
ア
ー
の

検
討
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

獣
害
対
策
に
伴
う
大
型
お
り

設
置
後
の
検
証
に
つ
い
て

獣
害
対
策
と
し
て
大
型
囲
い
罠
が

市
内
２
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
、
大
き

な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
捕
獲
内
容
の
実
情
と
そ
の
後
の
サ

ル
等
の
群
れ
の
状
況
な
ど
追
跡
調
査
は
さ
れ

て
い
る
か
。

Q
市
内
２
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

大
型
囲
い
罠
の
捕
獲
実
績
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
59
頭
が
捕

獲
さ
れ
、効
果
は
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

市
で
は
中
山
間
地
に
群
れ
を
作
り
行
動
す
る

サ
ル
の
状
況
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

A基
金
と
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺

開
発
整
備
に
つ
い
て

市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
場
所
と
位

置
づ
け
、
新
た
な
都
市
機
能
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
に
活
気
と
賑
わ
い
を
創
出

し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
南

ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備
基
金
を
設
置

す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
10
億
円
の
基

金
を
造
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、
10
億
円
の

妥
当
性
の
根
拠
と
補
正
対
応
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
土
地
の
状
況
な
ど
の
基
礎

調
査
か
ら
、
開
発
に
係
る
可
能
性
を
把
握
し
、

よ
り
相
応
し
い
業
態
に
よ
る
土
地
活
用
の
方

針
策
定
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
山
梨
県
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
、

山
梨
県
物
流
等
基
本
計
画
で
本
市

の
重
点
促
進
区
域
の
指
定
は
、
鏡
中
条
橋
西

詰
め
が
19 

ha
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
隣
接
区
域

５
．９
ha
が
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
定
を
ど
の
よ
う
に
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
の
か
。

Q
市
は
、
地
域
の
優
位
性
を
活
か
し
、

高
度
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
を
け
ん
引
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
県
と

連
携
を
図
る
中
で
、
適
切
な
開
発
整
備
を
進

め
る
。

A

農
林
土
木
課
の
所
属
変
更
に

つ
い
て農

林
土
木
課
を
建
設
部
に
編
入
す

る
組
織
の
改
編
が
示
さ
れ
て
い
る
。

政
策
と
予
算
は
一
体
で
よ
ど
み
な
い
行
政
が

推
進
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q
業
務
に
支
障
は
生
じ
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

Aエ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
整
備
計
画
に

つ
い
てエ

コ
パ
伊
奈
ケ
湖
整
備
計
画
の
概

要
が
議
員
に
説
明
さ
れ
た
が
、
こ

の
計
画
は
そ
も
そ
も
何
を
根
拠
に
整
備
す
る

の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
基
づ
き
、
公
約
で
も

あ
る
「
五
感
で
体
験
で
き
る
楽
し
み
学
び
エ

リ
ア 

エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
」
の
創
出
を
実
現

す
る
た
め
に
実
施
す
る
。

A
自
然
を
楽
し
む
。
ま
た
、
自
然
を

生
か
し
た
教
育
娯
楽
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
特
段
の
反

対
す
る
理
由
は
な
い
。
し
か
し
、
市
議
会
議

員
の
立
場
か
ら
は
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
社

会
を
迎
え
て
、
扶
助
費
が
重
く
の
し
か
か
る

将
来
を
見
据
え
る
と
財
政
運
営
に
お
い
て
確

Q 確
認
す
る
た
め「
動
物
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
行
動
範
囲
を
把
握
す
る
シ
ス
テ

ム
を
発
信
し
て
い
る
。
今
年
度
は
新
た
に
塩

前
地
域
に
大
型
囲
い
罠
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
地
元
農
業
従
事
者
の
花
火
に
よ
る
追
い

払
い
活
動
の
成
果
等
見
な
が
ら
、
今
後
も
対

策
強
化
に
向
け
て
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

で
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
策
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

捕
獲
機
の
導
入
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
ア
ポ
電
詐
欺
防
止
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

・
完
熟
農
園
跡
地
周
辺
は
、
ど
の
様
な
都
市

　機
能
を
整
備
す
る
の
か
。

実
に
厳
し
い
環
境
が
予
測
さ
れ
て
い
る
中

で
、
施
設
利
用
が
一
過
性
で
終
わ
る
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
収
益
事
業
を
あ
え
て
市
が

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

「
遊
び
と
癒
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中
心
に
、

観
光
の
収
益
施
設
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
、
県
内
外
の
家
族
連
れ
、
小
学
生
か
ら
社

会
人
の
グ
ル
ー
プ
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
な

ど
幅
広
い
方
々
が
、
自
然
を
楽
し
め
る
観
光

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

A

平岡地区に設置した獣害対策用の大型囲い罠

森林アクティビティのイメージ写真
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市政のここを聞く！代 表 質 問

本市の提唱する「スマートウエルネスシティ」の
考え方に基づいた地域活性化策について
 ➡ 健康をキーワードにした事業を実施し、本市の魅力を
　  県内外に発信して、市の認知度・魅力度を向上させ、
　  交流人口・移住定住人口の拡大等に努めていく。

SDGsに対する市の考えと今後の方針は？
 ➡ 南アルプス市も世界の一員であることを強く自覚し、
　  SDGｓを意識し取り組む。

開発可能な土地を増やすべきと思うが？
 ➡ 優良な農業振興地域を確保する中で設定していきたい。 新政南アルプス

村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

討 

議 

の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

本
市
は
山
梨
県
唯
一
の
「
ス
マ
ー

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
理
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

Q
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」

に
加
盟
し
て
３
年
が
経
過
し
た
が
、

本
市
の
理
念
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

か
ら
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
で
あ
る
。
全

て
の
人
に
と
っ
て
関
心
が
あ
る
「
健
康（
健

幸
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
政
策
の
実
施
に

お
い
て
は
、
市
民
の
健
康
福
祉
の
向
上
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
し
た「
健
康
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

ク
」を
は
じ
め
、
山
梨
大
学
と
進
め
て
い
る

「
電
子
お
薬
管
理
シ
ス
テ
ム
」な
ど
、「
幸
せ

実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
」と
し

て
の
取
り
組
み
は
、
地
域
や
企
業
、
農
協
、

商
工
会
等
と
共
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
健
康
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

A

地
域
の
特
徴
や
魅
力
を
想
起
さ
せ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
・
統
一
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、「
市
長
ビ
ジ
ョ
ン
」を
掲
げ
、
本
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Q
本
市
の
豊
か
な
自
然
、
素
晴
ら
し

い
展
望
、
四
季
折
々
の
フ
ル
ー
ツ
、

伝
統
文
化
の
他
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
策

な
ど
、
様
々
な
地
域
の
魅
力
を
有
効
な
資
源

と
し
て
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

施
策
を
本
市
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
新
た
に
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
市
の
魅
力
を
明

確
に
し
、
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、

統
一
性
、
一
貫
性
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
県

内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の
認
知
度
、

魅
力
度
を
向
上
さ
せ
、「
行
き
た
い
ま
ち
、
住

み
た
い
ま
ち
」
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
交
流

A

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
・
農
業
・

文
化
資
源
を
活
用
し
、
住
む
人
が

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
々
に
癒
し

と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
、
新
た
な
観
光
事
業

の
展
開
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Q
近
年
の
観
光
動
向
は
、
体
験
交
流

型
観
光
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
観
光
事
業

は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

AＳ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
市
の
考
え
と
、

今
後
の
方
針
は
。

Q
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
取
り
組

み
と
の
関
連
と
推
進
方
法
は
。

Q
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
持
続
可
能
で
よ
り

良
い
世
界
を
目
指
す
た
め
に
、
２

０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
目
標
で
あ
る
。

　
17
の
ゴ
ー
ル
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
市
政
運

営
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
本
市
が
実
施

す
る
様
々
な
事
業
は
、
17
の
ゴ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
市
政
運
営
は
、
第
２
次
総
合
計
画

や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
今
の

環
境
問
題
を
は
じ
め
、
地
球
規
模
で
危
機
感

が
叫
ば
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
南
ア

ル
プ
ス
市
も
、
世
界
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

強
く
自
覚
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
上
で
、

市
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

A
２
０
１
６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
執
行
委

員
会
に
お
い
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

に
取
り
組
む
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
が
果
た
す
役

割
と
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
や
他
機
関
と

連
携
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ

A

と
な
ど
が
、
方
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
「
自
然
と
人
と
の
共
生
」
に
基
づ
き
関
係

市
町
を
含
め
て
実
施
す
る
事
業
は
、
必
然
的

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
か
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、

目
指
す
ゴ
ー
ル
は
同
じ
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
連
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
強
く
推
進
し

て
い
く
。

い
る
。

　
本
市
は
、
体
験
交
流
型
観
光
と
し
て
エ
コ

パ
伊
奈
ケ
湖
に
森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中

心
と
し
た
施
設
を
整
備
し
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
、
自
然
の
中
で
健

康
的
に
楽
し
く
学
び
・
遊
べ
る
施
設
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、

首
都
圏
に
併
せ
、
東
海
及
び
中
京
圏
を
重
点

地
域
と
し
、「
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
、
よ
り
南
ア
ル
プ
ス
市
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
を
数
多
く
創
出
し
て
い
く
。

人
口
、
移
住
定
住
人
口
の
拡
大
な
ど
、
市
の

理
想
と
す
る
姿
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
策
定
す
る
戦
略
の
中
で
、
市
の
魅

力
を
伝
え
る
統
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ロ
ゴ
な
ど
を
設
定
し
、

よ
り
効
果
的
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

移
住
促
進
を
実
行
す
る
上
で
、
開

発
可
能
な
土
地
を
増
や
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

Q

本
市
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の

開
通
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
な
ど
に
よ
り
、
優
位
な
地
理
的
条
件
を
備

え
た
地
域
に
な
る
。

　
こ
の
好
条
件
を
活
か
し
、
重
大
な
課
題
で

あ
る
「
人
口
減
少
傾
向
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定

住
施
策
を
推
進
す
る
。

　
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
就
労
機
会
の
確
保
と
移

住
・
定
住
地
の
提
供
が
必
須
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
新
産

業
拠
点
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
な
ど
を
含

め
、
市
内
企
業
の
規
模
拡
大
や
新
規
企
業
の

誘
致
に
取
り
組
む
と
共
に
、
移
住
先
と
な
る

住
宅
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

図
っ
て
い
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
で
開
発
可
能
な
広

範
な
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
農
業
振
興
地
域
で
あ
る
の
で
、
農
業
振
興

と
の
調
整
を
十
分
に
協
議
・
検
討
を
重
ね
る

必
要
が
あ
る
。

　
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
開

発
可
能
な
土
地
や
エ
リ
ア
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
十
分
承
知
し
て
い
る

が
、
乱
開
発
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
市
の
優
れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し

つ
つ
、
優
良
な
農
業
振
興
地
域
を
確
保
す
る

中
で
、
設
定
し
て
い
き
た
い
。

A 「観光プロモーション」戦略

南アルプス市

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の

17
の
ゴ
ー
ル（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）
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市政のここを聞く！代 表 質 問

本市の提唱する「スマートウエルネスシティ」の
考え方に基づいた地域活性化策について
 ➡ 健康をキーワードにした事業を実施し、本市の魅力を
　  県内外に発信して、市の認知度・魅力度を向上させ、
　  交流人口・移住定住人口の拡大等に努めていく。

SDGsに対する市の考えと今後の方針は？
 ➡ 南アルプス市も世界の一員であることを強く自覚し、
　  SDGｓを意識し取り組む。

開発可能な土地を増やすべきと思うが？
 ➡ 優良な農業振興地域を確保する中で設定していきたい。 新政南アルプス

村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

討 

議 

の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

本
市
は
山
梨
県
唯
一
の
「
ス
マ
ー

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
理
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

Q
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」

に
加
盟
し
て
３
年
が
経
過
し
た
が
、

本
市
の
理
念
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

か
ら
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
で
あ
る
。
全

て
の
人
に
と
っ
て
関
心
が
あ
る
「
健
康（
健

幸
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
政
策
の
実
施
に

お
い
て
は
、
市
民
の
健
康
福
祉
の
向
上
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
年
度
実
施
し
た「
健
康
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

ク
」を
は
じ
め
、
山
梨
大
学
と
進
め
て
い
る

「
電
子
お
薬
管
理
シ
ス
テ
ム
」な
ど
、「
幸
せ

実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
」と
し

て
の
取
り
組
み
は
、
地
域
や
企
業
、
農
協
、

商
工
会
等
と
共
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
健
康
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

A

地
域
の
特
徴
や
魅
力
を
想
起
さ
せ

る
キ
ー
ワ
ー
ド
・
統
一
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、「
市
長
ビ
ジ
ョ
ン
」を
掲
げ
、
本
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Q
本
市
の
豊
か
な
自
然
、
素
晴
ら
し

い
展
望
、
四
季
折
々
の
フ
ル
ー
ツ
、

伝
統
文
化
の
他
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
策

な
ど
、
様
々
な
地
域
の
魅
力
を
有
効
な
資
源

と
し
て
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

施
策
を
本
市
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
新
た
に
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
市
の
魅
力
を
明

確
に
し
、
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、

統
一
性
、
一
貫
性
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
県

内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の
認
知
度
、

魅
力
度
を
向
上
さ
せ
、「
行
き
た
い
ま
ち
、
住

み
た
い
ま
ち
」
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
交
流

A

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
・
農
業
・

文
化
資
源
を
活
用
し
、
住
む
人
が

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
々
に
癒
し

と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
、
新
た
な
観
光
事
業

の
展
開
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Q
近
年
の
観
光
動
向
は
、
体
験
交
流

型
観
光
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
観
光
事
業

は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

AＳ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
市
の
考
え
と
、

今
後
の
方
針
は
。

Q
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
取
り
組

み
と
の
関
連
と
推
進
方
法
は
。

Q
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
持
続
可
能
で
よ
り

良
い
世
界
を
目
指
す
た
め
に
、
２

０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
目
標
で
あ
る
。

　
17
の
ゴ
ー
ル
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
市
政
運

営
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
本
市
が
実
施

す
る
様
々
な
事
業
は
、
17
の
ゴ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
市
政
運
営
は
、
第
２
次
総
合
計
画

や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
今
の

環
境
問
題
を
は
じ
め
、
地
球
規
模
で
危
機
感

が
叫
ば
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
南
ア

ル
プ
ス
市
も
、
世
界
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

強
く
自
覚
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
上
で
、

市
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

A
２
０
１
６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
執
行
委

員
会
に
お
い
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

に
取
り
組
む
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
が
果
た
す
役

割
と
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
や
他
機
関
と

連
携
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ

A

と
な
ど
が
、
方
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
「
自
然
と
人
と
の
共
生
」
に
基
づ
き
関
係

市
町
を
含
め
て
実
施
す
る
事
業
は
、
必
然
的

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ど
ち
ら
か
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、

目
指
す
ゴ
ー
ル
は
同
じ
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
連
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
強
く
推
進
し

て
い
く
。

い
る
。

　
本
市
は
、
体
験
交
流
型
観
光
と
し
て
エ
コ

パ
伊
奈
ケ
湖
に
森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中

心
と
し
た
施
設
を
整
備
し
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
、
自
然
の
中
で
健

康
的
に
楽
し
く
学
び
・
遊
べ
る
施
設
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、

首
都
圏
に
併
せ
、
東
海
及
び
中
京
圏
を
重
点

地
域
と
し
、「
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

を
実
施
し
、
よ
り
南
ア
ル
プ
ス
市
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
を
数
多
く
創
出
し
て
い
く
。

人
口
、
移
住
定
住
人
口
の
拡
大
な
ど
、
市
の

理
想
と
す
る
姿
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
策
定
す
る
戦
略
の
中
で
、
市
の
魅

力
を
伝
え
る
統
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ロ
ゴ
な
ど
を
設
定
し
、

よ
り
効
果
的
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

移
住
促
進
を
実
行
す
る
上
で
、
開

発
可
能
な
土
地
を
増
や
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

Q

本
市
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の

開
通
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
な
ど
に
よ
り
、
優
位
な
地
理
的
条
件
を
備

え
た
地
域
に
な
る
。

　
こ
の
好
条
件
を
活
か
し
、
重
大
な
課
題
で

あ
る
「
人
口
減
少
傾
向
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定

住
施
策
を
推
進
す
る
。

　
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
就
労
機
会
の
確
保
と
移

住
・
定
住
地
の
提
供
が
必
須
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
新
産

業
拠
点
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
な
ど
を
含

め
、
市
内
企
業
の
規
模
拡
大
や
新
規
企
業
の

誘
致
に
取
り
組
む
と
共
に
、
移
住
先
と
な
る

住
宅
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

図
っ
て
い
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
内
で
開
発
可
能
な
広

範
な
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
農
業
振
興
地
域
で
あ
る
の
で
、
農
業
振
興

と
の
調
整
を
十
分
に
協
議
・
検
討
を
重
ね
る

必
要
が
あ
る
。

　
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
開

発
可
能
な
土
地
や
エ
リ
ア
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
十
分
承
知
し
て
い
る

が
、
乱
開
発
は
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
市
の
優
れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し

つ
つ
、
優
良
な
農
業
振
興
地
域
を
確
保
す
る

中
で
、
設
定
し
て
い
き
た
い
。

A 「観光プロモーション」戦略

南アルプス市

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の

17
の
ゴ
ー
ル（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）



南アルプス市議会だより No.68  ｜  1213  ｜  南アルプス市議会だより No.68

市政のここを聞く！代 表 質 問

具体的な計画が出ていない中、 10億円という
金額はあまりに唐突。 なぜ「周辺」なのか？
なぜ今なのか？
 ➡ 局面が変わってきている。いよいよ一括管理した完熟農園
　  跡地の開発を呼び水に、その周辺に企業を呼び込んで、
　  南アルプス市全体の活性化の起爆点とする考えである。

少子化に歯止めをかける施策と財源確保は？
 ➡ 充実した子育て支援策の継続と、
　  優良企業誘致による就労環境の整備を進める。

コミュニティバスとタクシー券に市民からの要望
 ➡ 国土交通省の認可外の運行や、制度の目的外の利用はできない。 日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員
日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

新生かがやき
中込 恵子 議員
新生かがやき
中込 恵子 議員

討 

議 

の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
の
数
が
減
り
続
け
る
こ
と

に
歯
止
め
を
か
け
る
根
本
か
ら
の

施
策
と
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
少
子
化
の
元
は
、
未
婚
率
の
増
加

や
「
経
済
的
不
安
」、
出
産
し
た
女

性
の
職
場
復
帰
の
難
し
さ
な
ど
が
あ
る
。
価

値
観
の
多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
の
醸

成
、
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
施
策
は
。

Q
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
優
良
企
業
の
誘
致

に
よ
る
就
労
環
境
を
整
え
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
し
て
い
き
た
い
。

A
本
市
で
は
、「
産
休
・
育
休
制
度
の

推
進
」「
時
短
出
勤
」「
事
業
所
内

託
児
所
の
設
置
」
な
ど
職
場
復
帰
が
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
制
度
の
推
進
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
誘
致
や
再
就
職
支
援
を
さ
ら
に

進
め
、
働
く
場
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

A
本
市
に
お
い
て
男
女
と
も
、
子
育
て

の
た
め
の
家
事
、
育
児
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
機
会
が
充
足
し
て
い
る
か
。

Q
保
健
師
、
助
産
師
が
出
産
後
の
早
い

時
期
に
訪
問
し
、
実
生
活
の
場
面
に

適
し
た
具
体
的
な
指
導
や
、
離
乳
食
教
室
な

ど
も
あ
る
。
今
後
と
も
、
夫
婦
で
楽
し
く
子

育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

A

一
人
ひ
と
り
違
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

柔
軟
な
対
応
の
子
育
て
支
援
策
が
で

き
な
い
か
。

Q
本
年
度
計
画
し
た
「
健
康
増
進
計

画
」、
妊
娠
期
か
ら
の
包
括
的
支
援

の
推
進
が
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

A

タ
ク
シ
ー
券
を
一
度
に
何
枚
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

Q
本
市
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
は
、

あ
く
ま
で
も
公
共
交
通
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
利
用
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
、
初
乗
り
分
に
対
す
る
補
助
と
し

て
交
付
し
て
い
る
た
め
、
金
券
と
し
て
一
度

に
複
数
枚
を
使
用
で
き
な
い
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺

開
発
整
備
に
つ
い
て

市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開

発
整
備
に
つ
い
て
、
12 

ha
の
新
産

業
拠
点
整
備
以
外
に
周
辺
開
発
整
備
の
計

画
を
こ
れ
ま
で
一
切
示
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
特
定
目
的
基
金
を
設
立
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
部
署
、

あ
る
い
は
庁
内
組
織
で
、
ど
の
よ
う
な
庁

内
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
産
業
・
業

務
系
機
能
等
、
本
市
の
発
展
を
誘
導
す
る
土

地
利
用
の
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
を
位
置
付

け
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
も
「
地
域
経
済
の
牽
引
に

繋
が
る
開
発
整
備
」
を
位
置
付
け
る
予
定
で

あ
る
。

　
本
基
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
の

下
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
を
、
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
な
場
所
と
位
置
付
け
、
新
た
な
都

市
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
こ
の
エ
リ
ア
の
土
地
利
用
の
検
討
や
開

発
整
備
に
向
け
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
基
金
設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
と
の
調

整
の
下
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
室
に
お
い
て
条
例
案
を
作
成
し
、そ
の
後
、

総
務
課
に
お
け
る
法
務
の
確
認
を
経
て
、
庁

議
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
つ
い
て

は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通

や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
な
ど
に
よ

り
、
将
来
的
な
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
発
展

的
な
土
地
利
用
が
見
込
め
る
エ
リ
ア
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
一
部
を
、

県
の
物
流
等
基
本
計
画
の「
重
点
促
進
区
域
」

と
し
、「
物
流
拠
点
」と
し
て
の
機
能
も
含
め
、

集
客
、
交
流
、
定
住
、
観
光
な
ど
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
機
能
の
整
備
に
つ
い

て
、
様
々
な
可
能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

昨
年
９
月
か
ら
県
の
計
画
で
は
、

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
５
．

９
ha
を
物
流
拠
点
と
し
て
の
促
進
地
域
と
定

め
て
い
る
。
こ
の
県
の
計
画
は
、
今
回
の
周

辺
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
活
用
が
、
基
金
の
目
的
で
あ
る

「
地
域
に
活
気
と
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
」こ
と
に
つ
な
が
る
の

か
、
市
の
所
見
は
。

Q
13
年
前
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
持
ち
出
し
て
も
困
惑
は
解
消
さ

れ
な
い
。
今
は
、
12 

ha
に
集
中
す
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ「
周
辺
」な
の
か
。
な
ぜ
今
な
の
か
。

Q
局
面
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
ひ
と
つ
と
し
て
あ
る
。
い
よ
い

よ
完
熟
農
園
跡
地
12 

ha
を
市
が
一
括
管
理
で

き
る
状
態
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
想
定
し
て

い
る
完
熟
農
園
跡
地
の
開
発
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
周
辺
に
企
業
を
さ
ら
に
呼
び
込
ん
で
、

南
ア
ル
プ
ス
市
全
体
の
活
性
化
の
ま
さ
に
起

爆
点
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
今
回

「
周
辺
」
と
し
て
い
る
。

A

山
梨
県
物
流
等
計
画
重
点
促
進
区
域

（
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

鉄
道
が
無
く
、
公
共
交
通
も
乏
し

い
本
市
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ
る
が
、
　昼
間

の
乗
客
が
少
な
い
時
間
帯
に
は
、
市
の
行
事

会
場
へ
の
送
迎
な
ど
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
運

行
が
で
き
な
い
か
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
コ
ー
ス
、

料
金
、
運
行
期
間
、
車
両
な
ど
を
定

め
、
国
土
交
通
省
の
認
可
を
受
け
て
営
業
運

行
し
て
お
り
、
認
可
外
の
運
行
は
で
き
な
い
。

A
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
山

交
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
小
さ
な
市
内
業
者
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
な
ど
で
運
行
で
き
な
い
か
。

Q
利
用
者
が
多
い
朝
夕
は
、
小
型
車

両
で
は
対
応
で
き
ず
、
ま
た
、
普

通
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
は
車
椅
子
で
の

乗
車
が
で
き
な
い
。

A

●
そ
の
他
の
質
問

・「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
水
」
を
商
品
化
す
る

　考
え
は
。

新たな路線の運行を開始したコミュニティバス（６号車）

　大型公共施設の整備な
ど、特定の目的を計画的
に実施できるよう資金を
積み上げたもの。自治体
が条例で設置する。使途
が限定されるため、目的
外の事業に充てる場合に
は、基金そのものを廃止
する必要がある。

「コトバンク」より引用

特定目的基金とは？

完熟農園跡地
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市政のここを聞く！代 表 質 問

具体的な計画が出ていない中、 10億円という
金額はあまりに唐突。 なぜ「周辺」なのか？
なぜ今なのか？
 ➡ 局面が変わってきている。いよいよ一括管理した完熟農園
　  跡地の開発を呼び水に、その周辺に企業を呼び込んで、
　  南アルプス市全体の活性化の起爆点とする考えである。

少子化に歯止めをかける施策と財源確保は？
 ➡ 充実した子育て支援策の継続と、
　  優良企業誘致による就労環境の整備を進める。

コミュニティバスとタクシー券に市民からの要望
 ➡ 国土交通省の認可外の運行や、制度の目的外の利用はできない。 日本共産党南アルプス市議団
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新生かがやき
中込 恵子 議員
新生かがやき
中込 恵子 議員
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の 

焦 

点

討 

議 

の 

焦 

点

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
の
数
が
減
り
続
け
る
こ
と

に
歯
止
め
を
か
け
る
根
本
か
ら
の

施
策
と
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
少
子
化
の
元
は
、
未
婚
率
の
増
加

や
「
経
済
的
不
安
」、
出
産
し
た
女

性
の
職
場
復
帰
の
難
し
さ
な
ど
が
あ
る
。
価

値
観
の
多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
の
醸

成
、
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
施
策
は
。

Q
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
優
良
企
業
の
誘
致

に
よ
る
就
労
環
境
を
整
え
、
若
者
や
子
育
て

世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
し
て
い
き
た
い
。

A
本
市
で
は
、「
産
休
・
育
休
制
度
の

推
進
」「
時
短
出
勤
」「
事
業
所
内

託
児
所
の
設
置
」
な
ど
職
場
復
帰
が
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
制
度
の
推
進
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
誘
致
や
再
就
職
支
援
を
さ
ら
に

進
め
、
働
く
場
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

A
本
市
に
お
い
て
男
女
と
も
、
子
育
て

の
た
め
の
家
事
、
育
児
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
機
会
が
充
足
し
て
い
る
か
。

Q
保
健
師
、
助
産
師
が
出
産
後
の
早
い

時
期
に
訪
問
し
、
実
生
活
の
場
面
に

適
し
た
具
体
的
な
指
導
や
、
離
乳
食
教
室
な

ど
も
あ
る
。
今
後
と
も
、
夫
婦
で
楽
し
く
子

育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

A

一
人
ひ
と
り
違
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

柔
軟
な
対
応
の
子
育
て
支
援
策
が
で

き
な
い
か
。

Q
本
年
度
計
画
し
た
「
健
康
増
進
計

画
」、
妊
娠
期
か
ら
の
包
括
的
支
援

の
推
進
が
、
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

A

タ
ク
シ
ー
券
を
一
度
に
何
枚
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

Q
本
市
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
は
、

あ
く
ま
で
も
公
共
交
通
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
利
用
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
、
初
乗
り
分
に
対
す
る
補
助
と
し

て
交
付
し
て
い
る
た
め
、
金
券
と
し
て
一
度

に
複
数
枚
を
使
用
で
き
な
い
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺

開
発
整
備
に
つ
い
て

市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開

発
整
備
に
つ
い
て
、
12 

ha
の
新
産

業
拠
点
整
備
以
外
に
周
辺
開
発
整
備
の
計

画
を
こ
れ
ま
で
一
切
示
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
特
定
目
的
基
金
を
設
立
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
部
署
、

あ
る
い
は
庁
内
組
織
で
、
ど
の
よ
う
な
庁

内
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
産
業
・
業

務
系
機
能
等
、
本
市
の
発
展
を
誘
導
す
る
土

地
利
用
の
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
を
位
置
付

け
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
後
期
基

本
計
画
に
お
い
て
も
「
地
域
経
済
の
牽
引
に

繋
が
る
開
発
整
備
」
を
位
置
付
け
る
予
定
で

あ
る
。

　
本
基
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
の

下
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
を
、
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
な
場
所
と
位
置
付
け
、
新
た
な
都

市
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
こ
の
エ
リ
ア
の
土
地
利
用
の
検
討
や
開

発
整
備
に
向
け
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
基
金
設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
と
の
調

整
の
下
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
室
に
お
い
て
条
例
案
を
作
成
し
、そ
の
後
、

総
務
課
に
お
け
る
法
務
の
確
認
を
経
て
、
庁

議
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
つ
い
て

は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通

や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
な
ど
に
よ

り
、
将
来
的
な
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
発
展

的
な
土
地
利
用
が
見
込
め
る
エ
リ
ア
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
一
部
を
、

県
の
物
流
等
基
本
計
画
の「
重
点
促
進
区
域
」

と
し
、「
物
流
拠
点
」と
し
て
の
機
能
も
含
め
、

集
客
、
交
流
、
定
住
、
観
光
な
ど
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
機
能
の
整
備
に
つ
い

て
、
様
々
な
可
能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

昨
年
９
月
か
ら
県
の
計
画
で
は
、

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
５
．

９
ha
を
物
流
拠
点
と
し
て
の
促
進
地
域
と
定

め
て
い
る
。
こ
の
県
の
計
画
は
、
今
回
の
周

辺
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
活
用
が
、
基
金
の
目
的
で
あ
る

「
地
域
に
活
気
と
賑
わ
い
を
創
出
し
、
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
」こ
と
に
つ
な
が
る
の

か
、
市
の
所
見
は
。

Q
13
年
前
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
持
ち
出
し
て
も
困
惑
は
解
消
さ

れ
な
い
。
今
は
、
12 

ha
に
集
中
す
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ「
周
辺
」な
の
か
。
な
ぜ
今
な
の
か
。

Q
局
面
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
ひ
と
つ
と
し
て
あ
る
。
い
よ
い

よ
完
熟
農
園
跡
地
12 

ha
を
市
が
一
括
管
理
で

き
る
状
態
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
想
定
し
て

い
る
完
熟
農
園
跡
地
の
開
発
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
周
辺
に
企
業
を
さ
ら
に
呼
び
込
ん
で
、

南
ア
ル
プ
ス
市
全
体
の
活
性
化
の
ま
さ
に
起

爆
点
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
今
回

「
周
辺
」
と
し
て
い
る
。

A

山
梨
県
物
流
等
計
画
重
点
促
進
区
域

（
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

鉄
道
が
無
く
、
公
共
交
通
も
乏
し

い
本
市
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ
る
が
、
　昼
間

の
乗
客
が
少
な
い
時
間
帯
に
は
、
市
の
行
事

会
場
へ
の
送
迎
な
ど
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
運

行
が
で
き
な
い
か
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
コ
ー
ス
、

料
金
、
運
行
期
間
、
車
両
な
ど
を
定

め
、
国
土
交
通
省
の
認
可
を
受
け
て
営
業
運

行
し
て
お
り
、
認
可
外
の
運
行
は
で
き
な
い
。

A
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
山

交
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
小
さ
な
市
内
業
者
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
な
ど
で
運
行
で
き
な
い
か
。

Q
利
用
者
が
多
い
朝
夕
は
、
小
型
車

両
で
は
対
応
で
き
ず
、
ま
た
、
普

通
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
は
車
椅
子
で
の

乗
車
が
で
き
な
い
。

A

●
そ
の
他
の
質
問

・「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
水
」
を
商
品
化
す
る

　考
え
は
。

新たな路線の運行を開始したコミュニティバス（６号車）

　大型公共施設の整備な
ど、特定の目的を計画的
に実施できるよう資金を
積み上げたもの。自治体
が条例で設置する。使途
が限定されるため、目的
外の事業に充てる場合に
は、基金そのものを廃止
する必要がある。

「コトバンク」より引用

特定目的基金とは？

完熟農園跡地
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市政のここを聞く！一 般 質 問

未来創政の会
櫻田 力 議員
未来創政の会
櫻田 力 議員

質 問 の 主 題

行政改革の
あり方を問う

新政南アルプス
飯野 久 議員
新政南アルプス
飯野 久 議員

質 問 の 主 題

治水と利水及び
小中一貫教育
について

過
去
10
年
間
の
行
政
改
革
の
取
り

組
み
達
成
度
と
財
政
的
効
果
を
グ

ラ
フ
に
し
て
み
た
。
取
り
組
み
内
容
に
議
論

の
余
地
が
あ
る
結
果
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

Q
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
存
在
と

そ
の
活
動
は
、
本
市
の
行
政
改
革

の
推
進
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き

て
い
る
か
。

Q

情
報
の
発
信
や
共
有
機
能
に
優
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
駆

使
し
た
仕
組
み
を
行
政
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
効
率
化
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
考
え
は
あ
る
か
。

Q

少
し
で
も
改
善
の
余
地
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
改
善
し
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

A

を
関
係
課
と
共
有
し
、
行
政
改
革
の
推
進
に

役
立
て
い
く
。

に
基
づ
い
て
段

階
的
に
取
り
組

み
、
今
後
異
常

気
象
等
の
影
響

を
見
据
え
、
補

完
で
き
る
渇
水

対
策
の
検
討
を

継
続
す
る
。

各
委
員
か
ら
、
外
部
の
視
点
や
市

民
目
線
に
よ
る
客
観
的
な
率
直
な

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

A
甲
西
地
区
の
洪
水
対
策
の
進
捗
状

況
、
防
災
減
災
国
土
強
靱
化
緊
急

対
策
事
業
と
地
域
計
画
策
定
は
。
ま
た
、
農

業
用
水
お
よ
び
飲
料
水
の
渇
水
対
策
は
。

Q
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
お
よ
び
山
梨

県
に
陳
情
活
動
を
実
施
し
、
知
事
の

回
答
は
、
今
後
の
施
設
の
整
備
方
針
策
定
に

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
と
の
事
で
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
国
、
県
、
市
に
よ
る
検
討

会
で
協
議
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
地
域
計

画
策
定
は
令
和
２
年
度
に
始
め
る
。

　
農
業
用
水
渇
水
対
策
は
徳
島
堰
等
の
幹
線

用
水
確
保
、散
水
調
整
、た
め
池
の
放
水
、各
関

係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り
渇
水
時
に
備
え
る
。

　
飲
料
水
は
市
企
業
局
の「
危
機
管
理
指
針
」

A

棚
田
地
域
振
興
法
に
つ
い
て

市
は
、
こ
の
法
律
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。
こ
の
法
律
を
棚

田
地
域
の
振
興
に
活
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

Q
義
務
教
育
学
校
は
小
中
一
貫
校
の
一

種
で
、
９
年
間
の
教
育
課
程
を
編
成
、

実
施
す
る
新
し
い
学
校
で
あ
る
。
本
市
の
小
中

一
貫
校
で
は
学
校
統
廃
合
、
教
育
課
程
の
区
割

り
、独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
考
え
て
い
な
い
。

　
小
中
一
貫
教
育
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

小
中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な
つ
な
が
り
に
よ

り
、
充
実
し
た
学
校
教
育
を
実
現
で
き
る
点

で
あ
り
、「
小
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
方
針
」

に
よ
り
進
め
る
。先
行
実
施
し
て
い
る
八
田
、

芦
安
地
区
の
実
例
を
示
し
、
当
該
学
区
の
方

に
は
、小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
校
運
営
協
議
会
の

一
員
と
し
て
市
民
会
議
と
協
働
し
て
一
層
の

理
解
を
求
め
地
域
と
連
携
し
た
教
育
推
進
に

努
め
る
。

A

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
と
義
務
教
育
学
校
と

の
関
係
性
、
学
校
統
廃
合
、
教
育
課

程
の
区
割
り
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
。

小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
と
推
進
に
お
け

る
市
民
理
解
を
得
る
た
め
の
考
え
方
は
。

Q

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

制
度
」
で
交
付
を
受
け
て
い
る
８

集
落
に
対
し
、
加
算
対
象
と
な
り
得
る
事
業

に
取
り
組
む
意
向
が
あ
る
か
を
、
現
在
、
意

思
確
認
を
し
て
お
り
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

A

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

質 問 の 主 題

八田児童クラブは
学校敷地内に整備を

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員

質 問 の 主 題

ごみの減量化と
リサイクル等の
環境対策は

保
護
者
の
要
望
か
ら
、
夏
休
み
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時

間
を
７
時
30
分
に
で
き
な
い
か
。

Q
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
と
若
草
南
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
か
ら
離
れ
た

場
所
に
あ
る
。
特
に
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
校
か
ら
１
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て
お
り
、

交
通
事
故
、
犯
罪
等
の
安
全
面
等
か
ら
非
常

に
問
題
が
あ
る
。
早
急
に
、
学
校
の
敷
地
内

に
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
。

Q
令
和
２
年
度
か
ら
支
援
員
の
確
保

が
で
き
た
施
設
に
お
い
て
、
試
行

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

A
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

問
題
を
認
識
し
て
い
る
。
喫
緊
の

A

や
県
の
指
導
の
下
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参

考
に
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

私
た
ち
公
明
党
山
梨
県
本
部
女
性

局
で
は
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
の
課
題
と
対
策
」
に
つ
い
て
専
門
家

と
市
民
団
体
の
視
点
を
通
じ
た
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ト
ー
ク
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
河
川
に
お
い
て
確
実

に
汚
染
拡
大
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
へ
の
対
策
は
。

Q
水
質
の
保
全
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
含
む
ご
み
の
対
策
と
し

て
、
今
後
、
リ
ユ
ー
ス
の
促
進
、
分
別
収
集

の
一
層
の
推
進
、
不
法
投
棄
の
抑
制
や
早
期

発
見
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
抑
制
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
強
め
る
と
共
に
、
国

A

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
産
前
産
後
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、県
、

市
で
負
担
額
を
増
額
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
。

A 多
胎
児
家
庭
へ
の

支
援
に
つ
い
て

育
児
は
、
思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
の

連
続
だ
。
双
子
や
三
つ
子
と
い
っ
た

多
胎
児
を
育
て
る
保
護
者
の
負
担
は
大
き
い
。

こ
う
し
た
多
胎
児
を
育
て
る
家
庭
を
支
援
す

る
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
へ
、
国
が
半
額

補
助
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
本
市
で
多

胎
児
家
庭
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
考
え
は
。

Q

　
多
胎
妊
婦
や
多
胎
育
児
家
庭
に
対
し
て
、

今
後
も
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
て

い
く
。

問
題
と
し
て
十

分
に
検
証
し
、

関
係
者
と
協
議

を
図
っ
て
い
き

た
い
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
関
す
る
法
律

が
、
昨
年
成
立
し
施
行
さ
れ
た
。
国

は
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ
れ
に
伴
い
市
も

具
体
的
な
推
進
計
画
を
つ
く
る
努
力
義
務
が

課
さ
れ
て
い
る
が
、
市
は
策
定
す
る
の
か
。

Q

３
月
に
公
表
さ
れ
る
国
の
基
本
方

針
と
、
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
県

の
推
進
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

市
の
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

A
市
の
担
当
部
局
を
定
め
て
、
全
庁

的
に
取
り
組
む
推
進
体
制
を
つ
く

る
。
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
食
品
ロ

ス
の
削
減
を
掲
げ
る
等
、
様
々
な
場
面
で
社

会
貢
献
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
市
は

必
要
に
応
じ
て
連
係
、支
援
に
努
め
て
い
く
。

A
市
が
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て

い
く
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
推
進
体

制
を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た
、
国
の
基
本
方
針
で

は
、
地
元
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
係
や
支
援

が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、市
の
姿
勢
は
。

Q

放課後児童クラブのようす

●
そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
対
策
は
他
に
２
項
目

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
取
り

　組
み
に
つ
い
て

・
遺
族
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の（
仮
称
）

　
「
お
く
や
み
窓
口
」の
設
置
に
つ
い
て

仲良くベビーカーに
乗る双子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
、
令
和

２
年
度
に
実
施
す
る
「
南
ア
ル
プ

ス
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に
合
わ
せ
、

検
討
し
て
い
く
。

A

河川の状況について大塚国土交通副大臣が
甲西地区の横川を視察（H31.3）

行政改革実施計画の取組達成度評価結果

行政改革実施計画の取組による財政的効果
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市政のここを聞く！一 般 質 問

未来創政の会
櫻田 力 議員
未来創政の会
櫻田 力 議員

質 問 の 主 題

行政改革の
あり方を問う

新政南アルプス
飯野 久 議員
新政南アルプス
飯野 久 議員

質 問 の 主 題

治水と利水及び
小中一貫教育
について

過
去
10
年
間
の
行
政
改
革
の
取
り

組
み
達
成
度
と
財
政
的
効
果
を
グ

ラ
フ
に
し
て
み
た
。
取
り
組
み
内
容
に
議
論

の
余
地
が
あ
る
結
果
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

Q
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
存
在
と

そ
の
活
動
は
、
本
市
の
行
政
改
革

の
推
進
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き

て
い
る
か
。

Q

情
報
の
発
信
や
共
有
機
能
に
優
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
駆

使
し
た
仕
組
み
を
行
政
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の
効
率
化
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
考
え
は
あ
る
か
。

Q

少
し
で
も
改
善
の
余
地
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
改
善
し
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

A

を
関
係
課
と
共
有
し
、
行
政
改
革
の
推
進
に

役
立
て
い
く
。

に
基
づ
い
て
段

階
的
に
取
り
組

み
、
今
後
異
常

気
象
等
の
影
響

を
見
据
え
、
補

完
で
き
る
渇
水

対
策
の
検
討
を

継
続
す
る
。

各
委
員
か
ら
、
外
部
の
視
点
や
市

民
目
線
に
よ
る
客
観
的
な
率
直
な

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

A
甲
西
地
区
の
洪
水
対
策
の
進
捗
状

況
、
防
災
減
災
国
土
強
靱
化
緊
急

対
策
事
業
と
地
域
計
画
策
定
は
。
ま
た
、
農

業
用
水
お
よ
び
飲
料
水
の
渇
水
対
策
は
。

Q
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
お
よ
び
山
梨

県
に
陳
情
活
動
を
実
施
し
、
知
事
の

回
答
は
、
今
後
の
施
設
の
整
備
方
針
策
定
に

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
と
の
事
で
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
国
、
県
、
市
に
よ
る
検
討

会
で
協
議
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
地
域
計

画
策
定
は
令
和
２
年
度
に
始
め
る
。

　
農
業
用
水
渇
水
対
策
は
徳
島
堰
等
の
幹
線

用
水
確
保
、散
水
調
整
、た
め
池
の
放
水
、各
関

係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り
渇
水
時
に
備
え
る
。

　
飲
料
水
は
市
企
業
局
の「
危
機
管
理
指
針
」

A

棚
田
地
域
振
興
法
に
つ
い
て

市
は
、
こ
の
法
律
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
。
こ
の
法
律
を
棚

田
地
域
の
振
興
に
活
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

Q
義
務
教
育
学
校
は
小
中
一
貫
校
の
一

種
で
、
９
年
間
の
教
育
課
程
を
編
成
、

実
施
す
る
新
し
い
学
校
で
あ
る
。
本
市
の
小
中

一
貫
校
で
は
学
校
統
廃
合
、
教
育
課
程
の
区
割

り
、独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
考
え
て
い
な
い
。

　
小
中
一
貫
教
育
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

小
中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な
つ
な
が
り
に
よ

り
、
充
実
し
た
学
校
教
育
を
実
現
で
き
る
点

で
あ
り
、「
小
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
方
針
」

に
よ
り
進
め
る
。先
行
実
施
し
て
い
る
八
田
、

芦
安
地
区
の
実
例
を
示
し
、
当
該
学
区
の
方

に
は
、小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
校
運
営
協
議
会
の

一
員
と
し
て
市
民
会
議
と
協
働
し
て
一
層
の

理
解
を
求
め
地
域
と
連
携
し
た
教
育
推
進
に

努
め
る
。

A

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
と
義
務
教
育
学
校
と

の
関
係
性
、
学
校
統
廃
合
、
教
育
課

程
の
区
割
り
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
。

小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
と
推
進
に
お
け

る
市
民
理
解
を
得
る
た
め
の
考
え
方
は
。

Q

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

制
度
」
で
交
付
を
受
け
て
い
る
８

集
落
に
対
し
、
加
算
対
象
と
な
り
得
る
事
業

に
取
り
組
む
意
向
が
あ
る
か
を
、
現
在
、
意

思
確
認
を
し
て
お
り
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

A

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

質 問 の 主 題

八田児童クラブは
学校敷地内に整備を

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員

質 問 の 主 題

ごみの減量化と
リサイクル等の
環境対策は

保
護
者
の
要
望
か
ら
、
夏
休
み
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時

間
を
７
時
30
分
に
で
き
な
い
か
。

Q
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
と
若
草
南
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
か
ら
離
れ
た

場
所
に
あ
る
。
特
に
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
校
か
ら
１
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て
お
り
、

交
通
事
故
、
犯
罪
等
の
安
全
面
等
か
ら
非
常

に
問
題
が
あ
る
。
早
急
に
、
学
校
の
敷
地
内

に
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
。

Q
令
和
２
年
度
か
ら
支
援
員
の
確
保

が
で
き
た
施
設
に
お
い
て
、
試
行

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

A
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

問
題
を
認
識
し
て
い
る
。
喫
緊
の

A

や
県
の
指
導
の
下
、
先
進
地
事
例
な
ど
を
参

考
に
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

私
た
ち
公
明
党
山
梨
県
本
部
女
性

局
で
は
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
の
課
題
と
対
策
」
に
つ
い
て
専
門
家

と
市
民
団
体
の
視
点
を
通
じ
た
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ト
ー
ク
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が
河
川
に
お
い
て
確
実

に
汚
染
拡
大
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
へ
の
対
策
は
。

Q
水
質
の
保
全
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
含
む
ご
み
の
対
策
と
し

て
、
今
後
、
リ
ユ
ー
ス
の
促
進
、
分
別
収
集

の
一
層
の
推
進
、
不
法
投
棄
の
抑
制
や
早
期

発
見
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
抑
制
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
強
め
る
と
共
に
、
国

A

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
産
前
産
後
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、県
、

市
で
負
担
額
を
増
額
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
。

A 多
胎
児
家
庭
へ
の

支
援
に
つ
い
て

育
児
は
、
思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
の

連
続
だ
。
双
子
や
三
つ
子
と
い
っ
た

多
胎
児
を
育
て
る
保
護
者
の
負
担
は
大
き
い
。

こ
う
し
た
多
胎
児
を
育
て
る
家
庭
を
支
援
す

る
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
へ
、
国
が
半
額

補
助
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
本
市
で
多

胎
児
家
庭
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
考
え
は
。

Q

　
多
胎
妊
婦
や
多
胎
育
児
家
庭
に
対
し
て
、

今
後
も
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
て

い
く
。

問
題
と
し
て
十

分
に
検
証
し
、

関
係
者
と
協
議

を
図
っ
て
い
き

た
い
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
関
す
る
法
律

が
、
昨
年
成
立
し
施
行
さ
れ
た
。
国

は
基
本
方
針
を
策
定
し
、
そ
れ
に
伴
い
市
も

具
体
的
な
推
進
計
画
を
つ
く
る
努
力
義
務
が

課
さ
れ
て
い
る
が
、
市
は
策
定
す
る
の
か
。

Q

３
月
に
公
表
さ
れ
る
国
の
基
本
方

針
と
、
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
県

の
推
進
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

市
の
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

A
市
の
担
当
部
局
を
定
め
て
、
全
庁

的
に
取
り
組
む
推
進
体
制
を
つ
く

る
。
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
は
食
品
ロ

ス
の
削
減
を
掲
げ
る
等
、
様
々
な
場
面
で
社

会
貢
献
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
市
は

必
要
に
応
じ
て
連
係
、支
援
に
努
め
て
い
く
。

A
市
が
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て

い
く
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
推
進
体

制
を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た
、
国
の
基
本
方
針
で

は
、
地
元
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
係
や
支
援

が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、市
の
姿
勢
は
。

Q

放課後児童クラブのようす

●
そ
の
他
の
質
問

・
ご
み
対
策
は
他
に
２
項
目

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
取
り

　組
み
に
つ
い
て

・
遺
族
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の（
仮
称
）

　
「
お
く
や
み
窓
口
」の
設
置
に
つ
い
て

仲良くベビーカーに
乗る双子

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
、
令
和

２
年
度
に
実
施
す
る
「
南
ア
ル
プ

ス
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に
合
わ
せ
、

検
討
し
て
い
く
。

A

河川の状況について大塚国土交通副大臣が
甲西地区の横川を視察（H31.3）

行政改革実施計画の取組達成度評価結果

行政改革実施計画の取組による財政的効果
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常任委員会行政視察報告

総 務 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県半田市、愛知県尾張旭市

令和2年1月16日（木）～17日（金）

「マイレポはんだ」「あさひAEDサポート事業」

参加者
齊藤 博明議長、矢﨑 俊秀委員長、櫻田 力副委員長、
村松 三千雄、野中 國幹、名取 泰、飯野 久、小林 敏徳

　半田市のマイレポはんだ事業は、市民がスマホを活用して、
道路の陥落や施設の破損などの危険個所をリアルタイムで行政
に通報する仕組みを構築したもので、今後の公共施設の効率的
な維持管理の在り方として、本市においても検討を要する課題である。
　尾張旭市は、AEDが24時間使える設置場所として市内全てのコンビニと協働した救命体制の整備をしている。本市
の安全安心なまちづくりの観点からも導入について検討する必要がある。

厚 生 文 教 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

新潟県見附市、長野県茅野市

令和2年2月5日（水）～6日（木）

「スマートウエルネスシティ」

その他の視察 見附市「SDGs」、茅野市「福祉21ビーナスプラン」

参加者
有野 一成委員長、北村 千代子副委員長、松野 昇平、
戸栗 淳、小池 伸吾、中込 恵子

　健康（健幸）事業に早くから取り組んだ見附市は、市民の健
康意識を高めることにより、市民が健康になるだけでなく、結
果的に医療費の抑制にも大きく貢献している。また、本事業の発展により、使いやすい公共交通網や地域包括ケア体
制の確立にもつながり、市全体が将来を見据えたまちづくりに明確な目標のもとに取り組んでいることに感心した。
　南アルプス市も、スマートウエルネスシティ首長研究会のメンバーの一員として、参考になるところを取り入れて
市の発展につなげていってもらいたい。

その他の視察 飯田市「リニア駅周辺整備」「クラインガルテン」

産 業 土 木 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

岐阜県恵那市、長野県飯田市

令和2年1月16日（木）～17日（金）

「リニアまちづくり構想」

参加者
斉藤 諭委員長、三木 充副委員長、花輪 幸長、
清水 重仁、河野 木綿子、花輪 進、深澤 米男

１　リニアを活かした観光振興・まちづくりのための取り組み
２　リニアを活かした産業振興・地域振興のための取り組み
３　地域づくりを支える基盤整備に関すること
　恵那市においても本市と同じく、近隣の自治体にリニア新駅が開設予定。流入人口増加を促進すべく「リニアまち
づくり課」をいち早く立ち上げ、「リニアまちづくり基盤整備計画」で、上記の３つの柱のもとプランを練り上げた。
リニア開通に期待とウェルカムリニア感の大きさが伺える。

半田市役所での視察のようす

恵那市役所での視察のようす

見附市役所での視察のようす

市政のここを聞く！一 般 質 問

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

質 問 の 主 題

基金を活用し、
国保税の引き下げを

新生かがやき
小林 敏徳 議員
新生かがやき
小林 敏徳 議員

質 問 の 主 題

南アルプス IC
新産業拠点整備
について

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
の
税
率

を
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

現
行
の
税
率
で
試
算
し
た
結
果
、
国

民
健
康
保
険
税
額
は
、
約
１
億
２
，４
０
０
万

円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
先
月
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、
令
和
２
年
度

の
税
率
は
、
基
金
を
充
て
、
据
え
置
く
こ
と
が

妥
当
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。
市
で
は
、

A
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
事
業
に
係
る
５
億
円
の
基
盤
整

備
費
は
、
参
入
す
る
企
業
の
借
地
料
の
中
に

含
め
て
、
市
に
返
還
さ
せ
る
の
か
。

Q
残
り
５
名
の
地
権
者
へ
、
そ
の
後
の

交
渉
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Q
今
ま
で
12 

ha
の
中
の
開
発
が
議
論
さ

れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
南
ア
ル
プ
ス

Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備
基
金
条
例
に
し
た
の
か
。

Q
借
地
料
に
含
め
て
返
還
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
基
盤
整
備
等
を
踏
ま

え
、
評
価
・
算
定
し
、
適
正
な
対
価
で
の
賃

貸
を
進
め
る
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
新
山

梨
環
状
道
路
や
中
部
横
断
自
動
車

道
、
甲
西
バ
イ
パ
ス
な
ど
高
規
格
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
が
集
積
し
、
高
速
道
路
の
静
岡
へ
の

開
通
や
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
計
画
の

進
行
な
ど
、
周
辺
環
境
が
変
わ
り
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
発
展
的
な
土
地
利

用
が
見
込
ま
れ
る
場
所
と
し
て
検
討
を
進
め

て
き
た
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。
新
年
度
か

ら
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
に
「
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
担
当
」
を
新
設
し
、

土
地
活
用
の
準
備
を
始
め
た
い
。

A

今
後
も
交
渉
を
続
け
て
い
く
。

A

給
食
費
無
償
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

県
内
で
も
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
さ
ら
に
広
が
り
、
市
段
階
で
も

富
士
吉
田
市
が
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
本
市
で
も
無
償
化
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
こ

こ
数
年
黒
字
が
続
き
、
平
成
30
年
度

決
算
で
基
金
積
立
金
も
５
億
８
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）の
値
下
げ
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
令
和
２
年
度
の
見
通
し
は
。

Q

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
直
近
の

平
成
29
年
度
の
全
国
調
査
結
果
で

は
、
無
償
化
を
開
始
し
た
目
的
は
、
子
育
て

支
援
や
少
子
化
対
策
、
定
住
転
入
の
促
進
等

と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、給
食
費
の
無
償
化
に
は
、

年
額
で
３
億
１
，４
０
０
万
円
程
度
の
財
源

確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

の
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

A●
そ
の
他
の
質
問

・
入
札
問
題
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
事
業
の「
募
集
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
募
集
要
項
）」は
作
成
し
た
の
か
。

Q

現
在
は
、
専
門
家
に
よ
る
最
終
の

法
務
確
認
を
重
ね
て
い
る
。
募
集

要
項
が
準
備
で
き
次
第
、
市
議
会
に
も
示
す
。

A

旧完熟農園（令和２年４月撮影）
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常任委員会行政視察報告

総 務 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県半田市、愛知県尾張旭市

令和2年1月16日（木）～17日（金）

「マイレポはんだ」「あさひAEDサポート事業」

参加者
齊藤 博明議長、矢﨑 俊秀委員長、櫻田 力副委員長、
村松 三千雄、野中 國幹、名取 泰、飯野 久、小林 敏徳

　半田市のマイレポはんだ事業は、市民がスマホを活用して、
道路の陥落や施設の破損などの危険個所をリアルタイムで行政
に通報する仕組みを構築したもので、今後の公共施設の効率的
な維持管理の在り方として、本市においても検討を要する課題である。
　尾張旭市は、AEDが24時間使える設置場所として市内全てのコンビニと協働した救命体制の整備をしている。本市
の安全安心なまちづくりの観点からも導入について検討する必要がある。

厚 生 文 教 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

新潟県見附市、長野県茅野市

令和2年2月5日（水）～6日（木）

「スマートウエルネスシティ」

その他の視察 見附市「SDGs」、茅野市「福祉21ビーナスプラン」

参加者
有野 一成委員長、北村 千代子副委員長、松野 昇平、
戸栗 淳、小池 伸吾、中込 恵子

　健康（健幸）事業に早くから取り組んだ見附市は、市民の健
康意識を高めることにより、市民が健康になるだけでなく、結
果的に医療費の抑制にも大きく貢献している。また、本事業の発展により、使いやすい公共交通網や地域包括ケア体
制の確立にもつながり、市全体が将来を見据えたまちづくりに明確な目標のもとに取り組んでいることに感心した。
　南アルプス市も、スマートウエルネスシティ首長研究会のメンバーの一員として、参考になるところを取り入れて
市の発展につなげていってもらいたい。

その他の視察 飯田市「リニア駅周辺整備」「クラインガルテン」

産 業 土 木 常任委員会

視 察 先

視 察 日

視察内容

岐阜県恵那市、長野県飯田市

令和2年1月16日（木）～17日（金）

「リニアまちづくり構想」

参加者
斉藤 諭委員長、三木 充副委員長、花輪 幸長、
清水 重仁、河野 木綿子、花輪 進、深澤 米男

１　リニアを活かした観光振興・まちづくりのための取り組み
２　リニアを活かした産業振興・地域振興のための取り組み
３　地域づくりを支える基盤整備に関すること
　恵那市においても本市と同じく、近隣の自治体にリニア新駅が開設予定。流入人口増加を促進すべく「リニアまち
づくり課」をいち早く立ち上げ、「リニアまちづくり基盤整備計画」で、上記の３つの柱のもとプランを練り上げた。
リニア開通に期待とウェルカムリニア感の大きさが伺える。

半田市役所での視察のようす

恵那市役所での視察のようす

見附市役所での視察のようす

市政のここを聞く！一 般 質 問

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

質 問 の 主 題

基金を活用し、
国保税の引き下げを

新生かがやき
小林 敏徳 議員
新生かがやき
小林 敏徳 議員

質 問 の 主 題

南アルプス IC
新産業拠点整備
について

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
の
税
率

を
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

現
行
の
税
率
で
試
算
し
た
結
果
、
国

民
健
康
保
険
税
額
は
、
約
１
億
２
，４
０
０
万

円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
先
月
、
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
、
令
和
２
年
度

の
税
率
は
、
基
金
を
充
て
、
据
え
置
く
こ
と
が

妥
当
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。
市
で
は
、

A
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
事
業
に
係
る
５
億
円
の
基
盤
整

備
費
は
、
参
入
す
る
企
業
の
借
地
料
の
中
に

含
め
て
、
市
に
返
還
さ
せ
る
の
か
。

Q
残
り
５
名
の
地
権
者
へ
、
そ
の
後
の

交
渉
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Q
今
ま
で
12 

ha
の
中
の
開
発
が
議
論
さ

れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
南
ア
ル
プ
ス

Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
整
備
基
金
条
例
に
し
た
の
か
。

Q
借
地
料
に
含
め
て
返
還
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
基
盤
整
備
等
を
踏
ま

え
、
評
価
・
算
定
し
、
適
正
な
対
価
で
の
賃

貸
を
進
め
る
。

A

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
新
山

梨
環
状
道
路
や
中
部
横
断
自
動
車

道
、
甲
西
バ
イ
パ
ス
な
ど
高
規
格
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
が
集
積
し
、
高
速
道
路
の
静
岡
へ
の

開
通
や
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
計
画
の

進
行
な
ど
、
周
辺
環
境
が
変
わ
り
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
発
展
的
な
土
地
利

用
が
見
込
ま
れ
る
場
所
と
し
て
検
討
を
進
め

て
き
た
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。
新
年
度
か

ら
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

室
に
「
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
担
当
」
を
新
設
し
、

土
地
活
用
の
準
備
を
始
め
た
い
。

A

今
後
も
交
渉
を
続
け
て
い
く
。

A

給
食
費
無
償
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

県
内
で
も
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
さ
ら
に
広
が
り
、
市
段
階
で
も

富
士
吉
田
市
が
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
本
市
で
も
無
償
化
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
こ

こ
数
年
黒
字
が
続
き
、
平
成
30
年
度

決
算
で
基
金
積
立
金
も
５
億
８
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）の
値
下
げ
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
令
和
２
年
度
の
見
通
し
は
。

Q

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
直
近
の

平
成
29
年
度
の
全
国
調
査
結
果
で

は
、
無
償
化
を
開
始
し
た
目
的
は
、
子
育
て

支
援
や
少
子
化
対
策
、
定
住
転
入
の
促
進
等

と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、給
食
費
の
無
償
化
に
は
、

年
額
で
３
億
１
，４
０
０
万
円
程
度
の
財
源

確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

の
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

A●
そ
の
他
の
質
問

・
入
札
問
題
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

備
事
業
の「
募
集
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
募
集
要
項
）」は
作
成
し
た
の
か
。

Q

現
在
は
、
専
門
家
に
よ
る
最
終
の

法
務
確
認
を
重
ね
て
い
る
。
募
集

要
項
が
準
備
で
き
次
第
、
市
議
会
に
も
示
す
。

A

旧完熟農園（令和２年４月撮影）
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Government Activity Report

政 務 活 動 報 告 政 務 活動報告 南アルプス市をもっとよりよい社会にするために

新政南アルプス公  明  党未来創政の会躍  進  会

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

岐阜県美濃加茂市

令和2年1月9日（木）

「あい愛バス」について

会派のメンバー
代表：村松 三千雄
三木 充、有野 一成、飯野 久、清水 重仁

　平成6年に高齢者福祉バスとしてスタートし、 平成12

年に市民誰でも利用できる「あい愛バス」の運行を開始し

た。 さらに平成29年に市民ニーズ調査等を実施し「美濃

加茂市地域公共交通網形成計画」を作成し、 大幅な運行見

直しを行った。 その結果、 利用者は、当初（平成12年度）

の12,618人から平成30年度は84,759人と大幅に増え

ている。

　平成29年10月より新たな編成で再スタートしたこと

により、 現在の利用者数は当初の8倍の10万人に届く勢

いである。 人口57,000人の市で3本のJR軌道が交差す

る駅があり、名古屋の通勤圏であることを考慮しても、 的

確に調査等を行い再編実施してきたことが伺える。 本市

においても条件は異なるが、利便性の向上を目指し、 ルー

ト、 ダイヤ、 さらにバス車両について再考の余地があり、 

引き続き利用促進策の検討を進めていく必要性を感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

三重県木曽岬町

令和2年1月10日（金）

地域BWA（ブロードバンドワイヤレス
アクセス）を活用した安全・安心まちづくり
について

その他の視察

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

高知県香美市

令和2年1月20日（月）

地域子ども・子育て支援事業について

視 察 先

視察内容

高知県南国市

視 察 日 令和2年1月21日（火）

学童保育連絡協議会の運営について

視 察 先

視 察 日

視察内容

高知県香南市

令和2年1月22日（水）

保幼小中・家庭・地域連携（一貫）教育について

会派のメンバー
代表：河野 木綿子
小池 伸吾、齊藤 博明

　香美市では「子育て世代包括支援センターすこやか」を

市役所内に開設し、 母子保健コーディネーターとして助

産師や保健師がおり、 母子健康手帳の交付から、 妊娠・出

産に関する相談、 妊産婦の健康相談・栄養相談、 子育てに

関する相談や支援、 子どもの発育・発達に関する相談、

授乳に関する相談、 離乳食に関する相談、予防接種に関す

ること、 等々の相談を受け、 情報提供やアドバイスを

行うなど、 妊娠中の方から子育て世代の皆さんに対し、 

支援を行っている。

　「すべての子どもが生き生きと幸せに育まれるまち香

美市」の基本理念の元、 まち全体で子育てを応援する中

で、 子どもたちや親の支援だけでなく、 次代のまちづく

りも視野に入れた環

境作りをしている点

など、 すばらしいと

感じた。 また、 地域の

子どもたちに対し愛

情をもって育んでい

る様子が感じられた。

◀美濃加茂
　市役所での
　視察のようす

「あい愛バス」事業に
関連した各種パンフレット▶

▲岩倉市役所での視察のようす

▲ファーマーズマーケット三方原店のようす

その他の視察

視 察 先

視 察 日

視察内容

大分県大分市

令和2年2月5日（水）

大分市議会議員政策研究会について

会派のメンバー
代表：深澤 米男
櫻田 力、矢﨑 俊秀、斉藤 諭

　大分市議会は、 全議員が参加し、 市民本位の立場で会

派を超えた政策研究に取り組み、 政策的条例案の策定や

市長に対する政策提言を行うための「大分市議会議員政

策研究会」を立上げて、 2年間に1テーマのペースでとり

まとめを行っている。 その進め方は、 議員がまちづくり

の思いをプレゼンすることからはじまり、 役員会議、 推

進チーム会議、 全体会議、 先進地視察、 市民懇談会などを

重ね、 議会の総力を結集した活動となっており、 本市議

会でも取り組むべき「議会のあり方」であると強く感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

大分県別府市

令和2年2月6日（木）

おくやみコーナーについて

　別府市の「おくやみコーナー」は、 「死亡」に伴う手続き

の簡略化、 迅速化と取り組み、 悲しみを抱えながら来庁

される市民へのサポート体制の充実をはかったもので、 

本市でも導入を検討すべき内容と強く感じた。

視 察 先

視 察 日

大分県豊後大野市

令和2年2月6日（木）

視察内容 「みちの駅きよかわ」

その他の視察

▲香美市役所での視察のようす

◀
別
府
市「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県岩倉市

令和2年2月12日（水）

企業立地の推進について

会派のメンバー
代表：野中 國幹
戸栗 淳、花輪 幸長、北村 千代子

　平成22年度岩倉市都市計画マスタープランを策定、 地

域からの開発への強い要望を受け、 平成27年度に産業へ

の受け皿としての可能性を検討した。

●開発面積　約9.3ha　　●事業主体　愛知県企業庁

●事業期間　令和元年度～令和4年度（予定）

総　　括

　愛知県企業庁で「立地エントリー制度」を実施し、 県企

業庁から職員1名が出向し、 事業推進が行われている。 各

自治体独自で取り組む方法とは大きく異なると感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

静岡県浜松市 JAとぴあ浜松

令和2年2月13日（木）

ファーマーズマーケット三方原店について

　JAとぴあ 浜松管内で採れた野菜、 花、 果物、 卵、 その

他加工品を管内4店舗で販売している。

●三方原店の売上実績　9億4,700万円／年

●客数　　486,000人／年

●職員数　正職員2名　パート職員80名

総　　括

　出荷品目 野菜類

120品目、 果樹等

38品目、 全国１位

の農家数を保有し

ている。 直売所に

協力している農家

数も多い、 運営面では職員数を少なくし、 企業努力をし

て経営していることに痛感した。

▶
香
南
市
役
所
で
の

　視
察
の
よ
う
す

▶
大
分
市
議
会
で
の

　視
察
の
よ
う
す
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政 務 活 動 報 告 政 務 活動報告 南アルプス市をもっとよりよい社会にするために

新政南アルプス公  明  党未来創政の会躍  進  会

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

岐阜県美濃加茂市

令和2年1月9日（木）

「あい愛バス」について

会派のメンバー
代表：村松 三千雄
三木 充、有野 一成、飯野 久、清水 重仁

　平成6年に高齢者福祉バスとしてスタートし、 平成12

年に市民誰でも利用できる「あい愛バス」の運行を開始し

た。 さらに平成29年に市民ニーズ調査等を実施し「美濃

加茂市地域公共交通網形成計画」を作成し、 大幅な運行見

直しを行った。 その結果、 利用者は、当初（平成12年度）

の12,618人から平成30年度は84,759人と大幅に増え

ている。

　平成29年10月より新たな編成で再スタートしたこと

により、 現在の利用者数は当初の8倍の10万人に届く勢

いである。 人口57,000人の市で3本のJR軌道が交差す

る駅があり、名古屋の通勤圏であることを考慮しても、 的

確に調査等を行い再編実施してきたことが伺える。 本市

においても条件は異なるが、利便性の向上を目指し、 ルー

ト、 ダイヤ、 さらにバス車両について再考の余地があり、 

引き続き利用促進策の検討を進めていく必要性を感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

三重県木曽岬町

令和2年1月10日（金）

地域BWA（ブロードバンドワイヤレス
アクセス）を活用した安全・安心まちづくり
について

その他の視察

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

高知県香美市

令和2年1月20日（月）

地域子ども・子育て支援事業について

視 察 先

視察内容

高知県南国市

視 察 日 令和2年1月21日（火）

学童保育連絡協議会の運営について

視 察 先

視 察 日

視察内容

高知県香南市

令和2年1月22日（水）

保幼小中・家庭・地域連携（一貫）教育について

会派のメンバー
代表：河野 木綿子
小池 伸吾、齊藤 博明

　香美市では「子育て世代包括支援センターすこやか」を

市役所内に開設し、 母子保健コーディネーターとして助

産師や保健師がおり、 母子健康手帳の交付から、 妊娠・出

産に関する相談、 妊産婦の健康相談・栄養相談、 子育てに

関する相談や支援、 子どもの発育・発達に関する相談、

授乳に関する相談、 離乳食に関する相談、予防接種に関す

ること、 等々の相談を受け、 情報提供やアドバイスを

行うなど、 妊娠中の方から子育て世代の皆さんに対し、 

支援を行っている。

　「すべての子どもが生き生きと幸せに育まれるまち香

美市」の基本理念の元、 まち全体で子育てを応援する中

で、 子どもたちや親の支援だけでなく、 次代のまちづく

りも視野に入れた環

境作りをしている点

など、 すばらしいと

感じた。 また、 地域の

子どもたちに対し愛

情をもって育んでい

る様子が感じられた。

◀美濃加茂
　市役所での
　視察のようす

「あい愛バス」事業に
関連した各種パンフレット▶

▲岩倉市役所での視察のようす

▲ファーマーズマーケット三方原店のようす

その他の視察

視 察 先

視 察 日

視察内容

大分県大分市

令和2年2月5日（水）

大分市議会議員政策研究会について

会派のメンバー
代表：深澤 米男
櫻田 力、矢﨑 俊秀、斉藤 諭

　大分市議会は、 全議員が参加し、 市民本位の立場で会

派を超えた政策研究に取り組み、 政策的条例案の策定や

市長に対する政策提言を行うための「大分市議会議員政

策研究会」を立上げて、 2年間に1テーマのペースでとり

まとめを行っている。 その進め方は、 議員がまちづくり

の思いをプレゼンすることからはじまり、 役員会議、 推

進チーム会議、 全体会議、 先進地視察、 市民懇談会などを

重ね、 議会の総力を結集した活動となっており、 本市議

会でも取り組むべき「議会のあり方」であると強く感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

大分県別府市

令和2年2月6日（木）

おくやみコーナーについて

　別府市の「おくやみコーナー」は、 「死亡」に伴う手続き

の簡略化、 迅速化と取り組み、 悲しみを抱えながら来庁

される市民へのサポート体制の充実をはかったもので、 

本市でも導入を検討すべき内容と強く感じた。

視 察 先

視 察 日

大分県豊後大野市

令和2年2月6日（木）

視察内容 「みちの駅きよかわ」

その他の視察

▲香美市役所での視察のようす

◀
別
府
市「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県岩倉市

令和2年2月12日（水）

企業立地の推進について

会派のメンバー
代表：野中 國幹
戸栗 淳、花輪 幸長、北村 千代子

　平成22年度岩倉市都市計画マスタープランを策定、 地

域からの開発への強い要望を受け、 平成27年度に産業へ

の受け皿としての可能性を検討した。

●開発面積　約9.3ha　　●事業主体　愛知県企業庁

●事業期間　令和元年度～令和4年度（予定）

総　　括

　愛知県企業庁で「立地エントリー制度」を実施し、 県企

業庁から職員1名が出向し、 事業推進が行われている。 各

自治体独自で取り組む方法とは大きく異なると感じた。

視 察 先

視 察 日

視察内容

静岡県浜松市 JAとぴあ浜松

令和2年2月13日（木）

ファーマーズマーケット三方原店について

　JAとぴあ 浜松管内で採れた野菜、 花、 果物、 卵、 その

他加工品を管内4店舗で販売している。

●三方原店の売上実績　9億4,700万円／年

●客数　　486,000人／年

●職員数　正職員2名　パート職員80名

総　　括

　出荷品目 野菜類

120品目、 果樹等

38品目、 全国１位

の農家数を保有し

ている。 直売所に

協力している農家

数も多い、 運営面では職員数を少なくし、 企業努力をし

て経営していることに痛感した。

▶
香
南
市
役
所
で
の

　視
察
の
よ
う
す

▶
大
分
市
議
会
で
の

　視
察
の
よ
う
す
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政 務 活 動 報 告

新生かがやき日本共産党南アルプス市議団

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

愛知県東海市

令和2年2月12日（水）

いきいき元気推進事業について

会派のメンバー
代表：小林 敏徳
中込 恵子、花輪 進

　東海市は、 産業に恵まれ経済的には安定しているが、 

以前は平均寿命の順位が低く、 市民の健康意識も低かっ

た。 そこで、 平成23年度から、 『目指せ健康寿命日本一』

をテーマに、 健康応援情報提供事業や運動、 食生活応援

メニューなど、 東海市独自の取り組みである『いきいき元

気推進事業』を展開し、 市民が自然と健康づくりに取り組

める環境を整備してきた。

　成果として、 平均寿命は平成17年の、 男性78.4歳、 女

性85.4歳から、 平成27年は、 男性81.1歳、 女性86.8歳

に向上。 

　特定健診受診率は、 平成21年の48.2％から、 平成29

年は51.4％に向上など、 地道な結果が出ている。

視 察 先

視 察 日

視察内容

千葉県船橋市  社会福祉法人地蔵会

令和2年2月13日（木）

障がい者雇用の取り組みについて

会派のメンバー
代表：名取 泰
松野 昇平

　千葉県船橋市の社会福祉法人「地蔵会」が運営する福祉

事業所『空と海』は、 開設から25年、 心身に障がいのある

利用者が働きながら自立した生活を送れるように支援す

るとともに、 利用者の個性が活かされる施設運営を進め

て来た。 そうした理念のもと、 漉き和紙を使ったタペス

トリーや木工製品などを作成し、 これが東京の有名デ

パートでの展示会などで高い評価を受け、 販売・収入につ

ながってきた。

　運営や建設に、 行政からの補助金や貸付金が充てられ

ているが、 事業収入は着実に右肩上がりで、 利用者には

作業工賃規定に準じた工賃と年2回の一時金を支給して

いる。

　会派では今回の視察内容をもとに、 障がい者雇用や支

援策、 障がい者雇用と結んだ魅力ある場所づくりなどを

提案していく予定である。

◎消費税廃止山梨県各界連絡会提出の請願は継続審査
　松野昇平議員が紹介議員となり消費税廃止山梨県各界連絡会から、 国に対し「消費税率5％への引き下げを求

める意見書」の提出を求める請願がありました。 総務常任委員会に付託し議論されましたが、 さらに調査研究が

必要として継続審査となりました。

▲地蔵会のスタッフから取り組みについて話を聞くようす

▲市民で賑わう市営のトレーニングルーム

▲東海市役所での視察のようす ▲食生活応援メニュー
の紹介

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県知多市

令和2年2月13日（木）

コミュニティ活性化委託事業について

その他の視察

▲地蔵会の事業所「空と海」の利用者の作業風景

　新ごみ処理施設建設に伴い、 山梨西部広域環境組合が令和２年２月に発足し、 第１回定例会（３月）において、 

山梨西部広域環境組合議会議員に、 北村千代子議員、 矢﨑俊秀議員が選任されました。

山梨西部広域環境組合議会

◎関東市議会議長会第２回支部長会議　
　令和２年１月23日に群馬県前橋市の前橋さくらホテル

にて関東市議会議長会第２回支部長会議が開催され、齊藤

博明議長が出席しました。 会議では令和２年度予算（案）や

災害時における慶弔規定の一部見直しなどについて協議が

されました。

◎第35回山梨県市町村自治講演会
　令和２年２月４日に山梨県自治会館にて第35回山梨県

市町村自治講演会が開催され、 キャノングローバル戦略研

究所研究主幹の宮家邦彦氏から、 「地政学と日本の大戦略」

と題して、 地方自治をとりまく環境変化に対応する地域振

興の方策等について講演していただきました。

◎山梨県市議会議長会議員合同研修会
　令和２年２月４日にアピオ甲府にて山梨県市議会議長会

議員合同研修会が開催されました。 県内13市議会の議員

が参加し、 元プロ野球選手・アテネオリンピック日本代表

の小林雅英氏を講師に迎え「野球と地域と私」をテーマに講

演をしていただき、 スポーツを通じた地域経済活性化につ

いて考える機会となりました。
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政 務 活 動 報 告

新生かがやき日本共産党南アルプス市議団

視 察 先

視 察 日

視察内容

総　　括

愛知県東海市

令和2年2月12日（水）

いきいき元気推進事業について

会派のメンバー
代表：小林 敏徳
中込 恵子、花輪 進

　東海市は、 産業に恵まれ経済的には安定しているが、 

以前は平均寿命の順位が低く、 市民の健康意識も低かっ

た。 そこで、 平成23年度から、 『目指せ健康寿命日本一』

をテーマに、 健康応援情報提供事業や運動、 食生活応援

メニューなど、 東海市独自の取り組みである『いきいき元

気推進事業』を展開し、 市民が自然と健康づくりに取り組

める環境を整備してきた。

　成果として、 平均寿命は平成17年の、 男性78.4歳、 女

性85.4歳から、 平成27年は、 男性81.1歳、 女性86.8歳

に向上。 

　特定健診受診率は、 平成21年の48.2％から、 平成29

年は51.4％に向上など、 地道な結果が出ている。

視 察 先

視 察 日

視察内容

千葉県船橋市  社会福祉法人地蔵会

令和2年2月13日（木）

障がい者雇用の取り組みについて

会派のメンバー
代表：名取 泰
松野 昇平

　千葉県船橋市の社会福祉法人「地蔵会」が運営する福祉

事業所『空と海』は、 開設から25年、 心身に障がいのある

利用者が働きながら自立した生活を送れるように支援す

るとともに、 利用者の個性が活かされる施設運営を進め

て来た。 そうした理念のもと、 漉き和紙を使ったタペス

トリーや木工製品などを作成し、 これが東京の有名デ

パートでの展示会などで高い評価を受け、 販売・収入につ

ながってきた。

　運営や建設に、 行政からの補助金や貸付金が充てられ

ているが、 事業収入は着実に右肩上がりで、 利用者には

作業工賃規定に準じた工賃と年2回の一時金を支給して

いる。

　会派では今回の視察内容をもとに、 障がい者雇用や支

援策、 障がい者雇用と結んだ魅力ある場所づくりなどを

提案していく予定である。

◎消費税廃止山梨県各界連絡会提出の請願は継続審査
　松野昇平議員が紹介議員となり消費税廃止山梨県各界連絡会から、 国に対し「消費税率5％への引き下げを求

める意見書」の提出を求める請願がありました。 総務常任委員会に付託し議論されましたが、 さらに調査研究が

必要として継続審査となりました。

▲地蔵会のスタッフから取り組みについて話を聞くようす

▲市民で賑わう市営のトレーニングルーム

▲東海市役所での視察のようす ▲食生活応援メニュー
の紹介

視 察 先

視 察 日

視察内容

愛知県知多市

令和2年2月13日（木）

コミュニティ活性化委託事業について

その他の視察

▲地蔵会の事業所「空と海」の利用者の作業風景

　新ごみ処理施設建設に伴い、 山梨西部広域環境組合が令和２年２月に発足し、 第１回定例会（３月）において、 

山梨西部広域環境組合議会議員に、 北村千代子議員、 矢﨑俊秀議員が選任されました。

山梨西部広域環境組合議会

◎関東市議会議長会第２回支部長会議　
　令和２年１月23日に群馬県前橋市の前橋さくらホテル

にて関東市議会議長会第２回支部長会議が開催され、齊藤

博明議長が出席しました。 会議では令和２年度予算（案）や

災害時における慶弔規定の一部見直しなどについて協議が

されました。

◎第35回山梨県市町村自治講演会
　令和２年２月４日に山梨県自治会館にて第35回山梨県

市町村自治講演会が開催され、 キャノングローバル戦略研

究所研究主幹の宮家邦彦氏から、 「地政学と日本の大戦略」

と題して、 地方自治をとりまく環境変化に対応する地域振

興の方策等について講演していただきました。

◎山梨県市議会議長会議員合同研修会
　令和２年２月４日にアピオ甲府にて山梨県市議会議長会

議員合同研修会が開催されました。 県内13市議会の議員

が参加し、 元プロ野球選手・アテネオリンピック日本代表

の小林雅英氏を講師に迎え「野球と地域と私」をテーマに講

演をしていただき、 スポーツを通じた地域経済活性化につ

いて考える機会となりました。
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
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委員長／中込 恵子　副委員長／野中 國幹
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　　　　北村 千代子、小池 伸吾
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議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

6月 5日 　　 本会議（初日）

16日～17日　 　代表・一般質問

18日～24日　 　常任委員会

29日　　　 　　 本会議（最終日）

第2回定例会の会期予定

●第1回定例会の傍聴者数：23人
※報道関係者14人は除く

　新型コロナウイルスの感染拡大が止まりません。誰も経験したことの無
い、世界規模の大災害になってしまいました。私たちの生活への影響は、
マスクや消毒薬が手に入りにくくなったことから始まり、ついに緊急事態
宣言が全国に拡大され、感染拡大を抑えるため、大幅に人の動きを制限し、
ゴールデンウィーク明けまでステイホーム＝『家に居ること』が求められて
います。それは何より皆の命を守るため、感染爆発して医療現場の崩壊
を防ぐためです。感染リスクにさらされながら働かざるを得ない、医療従
事者、生活必需品を供給する生産者や流通業、配送業、保育、介護など、
私たちの生活を支えてくださっている皆さまには、心から敬意と感謝を申
し上げます。力を合わせて新型コロナウイルスの感染拡大を抑えましょう。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　同じ時期に県議会、市議会を傍聴して感じることは市議の皆さまは、会派と関係なく自身の政

治哲学、信条がよくわかり興味があります。私は、老人クラブに参画している立場から、代表質

問に「超高齢化」を取り上げてほしいと思います。事由は、半世紀前の老人福祉法にほころび

が出てきました。元気な高齢者が多くなったのは、日本の経済力と比例する善と理解しています。

一方、地域支えあい協議体なる施策を含め、衰退地区の老人クラブについて議員さんの研究テー

マになればと思います。

　また、小学生の議会傍聴や女性議会がありますが、お年寄りの議会傍聴や出前議会を企画し

てほしいです。今、老人クラブのパワーを社会は活用すべきです。本音は旅先を探しています（笑）。

　折しも、今年は市議会議員選挙の年です。お年寄りの皆さんは、100歳体操やグラウンドゴル

フに新たに、市民バスを利用され議会傍聴にでかけましょう。庁舎も職員も素晴らしくなりました。

●政務活動について市政への問いかけ及び事後検証

　毎年、各会派において政務活動として県外先進地への研修・視察を行っており、政務活動報

告として内容等が市議会だよりに掲載されています。研修・視察の内容、総括に対しては特に

問題ないのですが、その研修・視察内容について市政に反映されているのかが見えてきません。

議会として市政に研修・視察内容に対して具体的に提案し、その結果を市議会だより等で知ら

せていただければ幸いです。

金丸 武士さん
地区／今諏訪

矢崎 仁さん
地区／有野

市民から
ひ・と・こ・と
募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。【400字以内にまとめてください。】

〒400-0395 南アルプス市小笠原376 南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459

提 出 先

第1回定例会 【3月】
南アルプスIC周辺に関連した条例と予算に質疑集中！

表紙作品解説 進藤  春木《アルプスの春》

　進藤春木は����（大正��）年長野県諏訪郡富士見町に生
まれ、叔父である進藤章の養子となり絵の指導を受けまし
た。地元の中学校で美術講師として教壇に立ちながら、県
内における芸術文化活動の中心的な役割を担う一方、作家
としても創元会・山梨美術協会・峡北美術協会などに出品
を続けるなど精力的な活動を続けました。
　油彩画を思わせる力強い筆致、色彩に満ち溢れた自然を
モチーフとした作品からは、進藤が自然から得た感動を強
く感じることができます。

P02　第１回定例会の概要／議決結果
P04　討論の概要
P05　常任委員会委員長報告
P08　代表質問・6会派
P14　一般質問・6議員
P17　常任委員会行政視察報告
P18　政務活動報告
P21　議会活動報告・請願の審査
P22　市民からひとこと／お知らせ／編集後記

南アルプス市立美術館 所蔵
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